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ツーリストインフォメーションデスク（藤崎本館１階）

「ツーリストインフォメーションデスクを開設」
昨年１２月、市中心部にツーリストインフォメーションデスクがオープン
しました。仙台を訪れる外国人観光客に、地元の魅力を紹介しています。
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障害を理由とする差別を解消するために

特集①　障害への理解を深めよう―誰もが心豊かに暮らせるまちへ

仙台市政だより　29.２. 1 仙台市政だより　29.２. 1

　
市
で
は
、
昨
年
４
月
に
「
仙
台
市
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
し
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
を
つ
く
る
条
例
」
を
施
行
し

ま
し
た
。
条
例
で
は
、
障
害
が
あ
る
と

い
う
だ
け
で
障
害
の
な
い
方
と
異
な
る

取
り
扱
い
を
す
る
「
不
当
な
差
別
的
取

り
扱
い
」
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
障

害
に
応
じ
て
必
要
な
配
慮
を
行
う
「
合

理
的
配
慮
の
提
供
」
を
推
進
す
る
こ
と

を
定
め
て
い
ま
す
。

　
条
例
策
定
の
過
程
で
は
、「
誤
解
や

偏
見
に
よ
り
嫌
な
思
い
を
し
た
」「
障

害
に
つ
い
て
よ
く
分
か
ら
ず
ど
の
よ
う

に
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
不
安
が
あ

る
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
全
て
の
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
は
、
障
害
の
有
無
を
超
え
た
お
互

い
へ
の
理
解
と
、
差
別
や
偏
見
を
な
く

す
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
が
大
切
で

す
。
市
内
で
は
、
市
民
団
体
等
が
障
害

理
解
の
促
進
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
障

害
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
誰
も
が
互

い
に
支
え
合
い
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

この特集に関するお問い合わせ、ココロン･カフェの申し込みは障害企画課☎214･8163、FAX223･3573、
Eメールfuk005330@city.sendai.jp、TAPについてはとっておきの音楽祭実行委員会SENDAI☎265･0980、
FAX716･5717、Eメールinfo@totteokino-ongakusai.jp

　「知らない」ことから誤解や偏見が生じ、意図的
でなくても結果的に差別につながってしまうことが
あります。

T
ト ゥ ギ ャ ザ ー

OGETHER A
ア ク シ ョ ン

CTION P
プ ロ ジ ェ ク ト

ROJECT（T
タ ッ プ

AP）

日時 テーマ 会場
①3/2㈭ 14:00～

16:00
災害への備えを
考えよう

福祉プラザ
②3/5㈰ 市役所本庁舎８階ホール

●託児（未就学児）・手話通訳・要約筆記・点字資料
付き（いずれも要申し込み）　申電話またはファクス、
Ｅメール（住所、氏名、電話番号、参加希望日と託児
または手話通訳等の希望の有無を記入）で２月24日
までに（託児または手話通訳等の希望がある方は①
２月15日②２月17日までに）

　障害に関する理解を
若い世代に浸透させた
い、という思いでこの
プロジェクトを始めま
した。「とっておきの
音楽祭」にはなかった
ダンスやアートなど
「表現」の要素を取り
入れ、若者と障害のあ
る方の触れ合いの機会
を増やすことを目指しています。
　音楽から生まれる一体感や、人と人との交
流を通じて、障害の有無を超えた相互理解に
つなげることがTAPの目標。全ての人がも
っと気軽に、当たり前に交流できる社会づく
りのきっかけになればうれしいですね。

とっておきの音楽祭実
行委員会SENDAI・副
委員長の猪狩太志さん

　障害のある人もない人も気軽に参加でき、リズムやダ
ンスなどの表現活動を通して障害理解の促進を図る事業
「TOGETHER ACTION PROJECT」（通称TAP）が始
まりました。これは、音楽の力で心のバリアフリーを目
指す「とっておきの音楽祭実行委員会SENDAI」と仙
台市が協働して実施する事業です。
　昨年12月16日に市民活動サポートセンターで行われ
たキックオフイベントでは、会場をダンスホールの雰囲
気に仕上げ、参加者の皆さんが自由に踊ったり交流した
りしました。また、12月17日には表現ワークショップ
を開催。体や声、打楽器を使って、表現する楽しさを共
有しました。３月19日にせんだいメディアテークで行
われる活動の成果発表会に向けて、今後も体感型のイベ
ントを開催しながら障害理解の促進を図ります。

▲

身
体
表
現
の
部
で
は
、
自
分
の
名
前

を
体
の
動
き
で
自
己
紹
介
。
参
加
者
の

距
離
が
ぐ
っ
と
縮
ま
り
ま
し
た 　昨年８月から、大学生を中心とした若者のアイデ

アをより良い仙台のまちづくりに生かす市民参加
型の事業「仙台ミラソン2016」が行われています。
東北学院大学の相澤葵さんは、今年の地域課題の一
つ「障害理解の促進」を考えるグループに参加し、
障害のある方との交流活動に取り組んでいます。

仙台ミラソン

相澤葵さん

　地下鉄で通学するよ
うになり、障害のある
方を見掛ける機会が増
えました。障害のある
方が身近にいるのなら
もっと積極的に関わっ
てみたい、と思ったの
が活動のきっかけです。
　障害のある方との食事会やブラインドサッカ
ー観戦などに参加することで、障害のある方を
「支援する」のではなく、対等に接することが
当たり前なのだということに気付きました。地
域社会に障害への関心を広げていけるよう、こ
れからも活動を続けていきます。

障害理解促進に向けた市民活動が広がっています

　各区役所に相談員を配置しています。相談員は、
差別を受けた側・差別をしたとされる相手側からの
話を聞き、双方の話し合いにより解決ができるよう、
中立の立場で ｢橋渡し｣ をしています。

●障害について正しい知識を持つ

▲ダンスにより心の交流を深めた「T
タップ

AP」のキックオフイベント（３ページ参照）

障
害
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う

　
―
誰
も
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

差別に関する相談を受け付けています

仙台市障害者虐待防止・差別解消相談ダイヤル
（24時間365日受付）

☎214･8551、FAX214･8552

差別解消のポイント

　それぞれの事情や考えを伝え合い、「違う方法は
ないか」「どこまでならできるか」など、お互いに
納得する方法を一緒に考えることが大切です。

　上記事例の背景には、障害についての知識不足
が原因で「どう対応したらよいのか分からなかっ
た」「説明が足りずに差別をしたと誤解されてし
まった」などの理由がありました。

●飲食店で、盲導犬の受け入れを断られた
●アパートを借りるため不動産屋に行ったが、部
　屋を紹介してもらえなかった
●施設の説明会で手話通訳を求めたが、対応して
　もらえなかった

寄せられた相談事例

　市では、条例の内容や障害に
よる差別解消のためのヒントを
紹介したリーフレットを発行し
ています。市役所本庁舎８階障
害企画課、各区役所障害高齢課
で配布しているほか、市ホーム
ページでもご覧いただけます。

障害理解促進のための
リーフレットを発行しています

●お互いにコミュニケーションを取る

今後のTAPのイベント

●会場‖市民活動サポートセンター

　どなたでも参加できる話し合いの場です。

障害のある人もない人も暮らしやすい
まちづくりを考える「ココロン・カフェ」

催し名 期日 時間 内容 申し込み
オープンアトリエ 2/10㈮ 18:00～20:00 ダンス 直接会場へ

表現ワーク
ショップ 2/25㈯

11:00～12:30 身体表現 前日までに
電話または
ファクス、
Eメールで

13:30～15:00 リズム表現
15:30～17:00 ボイス表現
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仙台防災未来フォーラム2017―経験を伝える・共有する・継承する

　震災経験の伝承、地域防災の次代の担い手づくり、
人々の多様性と防災などのさまざまなテーマから「伝
える」ことの大切さや今後の課題について理解を深め、
経験や教訓を世界へ、そして将来へどのように伝えて
いけばよいのかを考えます。

●申し込み優先の催しは、申し込みが定員に達しない
場合は当日の入場も可　●内容や申し込み方法など、
詳しくは各主催者に直接お問い合わせください

■ミニプレゼンテーション
●時間

‖

12:20～14:20　●内容

‖

展示出展団体や防
災・復興関連団体などによるプレゼンテーションやミ
ニトーク　●直接会場へ

■ブース展示
●時間

‖

10:00～18:00　●
内容

‖

自治体、政府系団体、
地域団体・NPO、研究・教
育機関等の約50団体による
ブース展示、被災地の女性た

■クロージング
●時間

‖

15:20～17:20　●内容

‖

各テーマセッショ
ンの結果報告をもとに、「伝えること」の大切さや今
後の課題などを共有します　●直接会場へ

　東日本大震災の教訓を踏まえ、市では、将来の災害や
気候変動リスクなどの脅威にも備えた「防災環境都市づ
くり」を進めています。
　防災・減災を進めるためには、インフラの防災力を高
める「まちづくり」はもちろん、市民・事業者・行政な
ど、全ての関係者が主体的に取り組む「ひとづくり」が
重要です。子どもから高齢者まで、また、性別や国籍の
違い、障害の有無などによらず、地域の多様な関係者が
自助・共助を担う地域づくりを目指します。

ちによる手仕事品の販売（15:20まで）等

●日時

‖

３月12日㈰10:00～18:00　●会場

‖

仙台国際センター展示棟

●申し込み優先の催しは、申し込みが定員に達しない
場合は当日の入場も可

目指せ！防災環境都市・仙台

この特集に関するお問い合わせは防災環境都市
推進室☎214･8098、FAX214･8497
または 防災未来フォーラム2017 検索検索⬅⬅

■連携シンポジウム（関連行事）
日時 内容 定員 主催者／

問い合わせ 会場

3/11㈯
13:30～
16:00

震災から６年　
「人間の復興」は
進んでいるか？
―「復興」を考え
る２日間

各70人
（申し込
み優先）

みやぎの女性支援
を記録する会、特
定非営利活動法人
イコールネット仙
台☎090･1398･5
065

青葉の風テ
ラス（地下
鉄国際セン
ター駅２階）

3/12㈰
10:30～
16:00

3/12㈰
9:45～
14:50

東日本大震災６
周年シンポジウ
ム「災害研の活
動と新たな一歩」

100人
（申し込
み優先）

東北大学災害科
学国際研究所☎
752･2049

仙台国際セ
ンター展示
棟

3/12㈰
10:00～
16:00

防災イノベータ
ーズフォーラム
2017

150人
（申し込
み優先）

防災・減災日本C
SOネットワーク
☎03･6457･684
0、ジャパン・プ
ラットフォーム

■テーマセッション
時間 内容 定員 主催者／問い合わせ

10:00
～
12:00

インクルーシブ防災をめ
ざした地域づくり

150人
（直接
会場へ）

東北福祉大学☎233･3
111、障害者の減災を
実現するイニシアティ
ブ研究会、仙台市障害
者福祉協会

10:00
～
12:00

震災から６年・教訓伝承
と防災啓発の未来―連携
と発信の拠点づくりに向
けて

100人
（直接
会場へ）

みやぎ防災・減災円
卓会議☎211･1591

10:15
～
12:00

ともに考える防災・減災
の未来―「私たちの仙台防
災枠組講座」「結プロジェ
クト」合同報告会

200人
（申し込
み優先）

東北大学災害科学国
際研究所、防災環境都
市推進室☎214･8098

13:00
～
15:00

「地域のきずな」が生きる
防災まちづくり―仙台市
の地域の事例から

200人
（申し込
み優先）

防災環境都市推進室
☎214･8098

13:00
～
15:00

もしものそなえ　SEND
AIと世界のつながり―伝
えよう、共有しよう、継
承しよう

150人
（申し込
み優先）

独立行政法人国際協
力機構（J

ジャイカ
ICA）☎223･

4772

13:30
～
15:30

次世代が語る／次世代と
語る― 311震災伝承と防
災

100人
〔抽選・
2/24まで
に要申し
込み〕

河北新報社営業部☎
211･1318
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リサイクルプラザでは不用になった家具や衣類、おもちゃなどの受け入れ・提供をしています。
まだ使えるものは、必要な方に活用してもらいましょう。

リサイクルプラザで
「物の循環」を！

市
の
計
画
を
紹
介
し
ま
す

仙
台
市
道
路
事
業
方
針

　
平
成
28
年
６
月
、「
仙
台
市
道
路
事
業
方
針
」

を
改
訂
し
ま
し
た
。
こ
の
方
針
に
つ
い
て
、
道
路

計
画
課
の
職
員
に
聞
き
ま
し
た
。

「
仙
台
市
道
路
事
業
方
針
」は
、市
役
所

本
庁
舎
１
階
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
、
宮

城
野
区・若
林
区・太
白
区
情
報
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
道
路
計
画

課
☎
214・
８
３
７
４
、
℻
227・
２
６
１
４

シ
ン
プ
ル
な
暮
ら
し
の
ス
ス
メ
。

　
大
切
に
使
う
心
が
芽
生
え
る

め
ざ
め
よ
！
ご
み
分
別
都
市
。

Q 

な
ぜ
改
訂
し
た
の
？

　
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復

興
の
取
り
組
み
や
、

老
朽
化
し
た
橋
や

ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
道

路
施
設
の
維
持
管
理
等
の
方
針
と
し
て
、

平
成
24
年
に
「
仙
台
市
道
路
事
業
方
針

（
平
成
24
〜
32
年
度
）」
を
策
定
し
ま
し

た
。
策
定
か
ら
４
年
が
経
過
し
、
震
災

復
興
計
画
期
間
の
終
了
や
地
下
鉄
東
西

線
の
開
業
な
ど
、
市
を
取
り
巻
く
状
況

が
変
化
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、
方
針

の
一
部
を
見
直
し
ま
し
た
。

Q 

ど
ん
な
方
針
な
の
？

　
社
会
情
勢
や
本
市
の
道
路
事
業
の
変

化
を
踏
ま
え
、「
防
災
環
境
都
市
の
推

進
」「
積
極
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制

へ
の
転
換
」「
ま
ち
の
賑に

ぎ
わ
い
の
創
出
」

の
３
つ
の
視
点
か
ら
事
業
を
整
理
。「
す

べ
て
の
人
が
安
全
・
安
心
に
利
用
で
き

る
み
ち
づ
く
り
」「
杜
の
都
に
ふ
さ
わ
し

い
美
し
い
景
観
・
街
並
み
を
形
成
す
る

み
ち
づ
く
り
」
な
ど
、
５
つ
の
方
向
性

と
具
体
的
な
取
り
組
み
を
定
め
て
い
ま

す
。

Q 

今
後
ど
ん
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
の
？

　
歩
道
整
備
や
道
路
拡
幅
な
ど
、
引
き

続
き
地
域
の
生
活
道
路
の
整
備
を
行
う

ほ
か
、
災
害
時
に
欠
か
せ
な
い
緊
急
輸

送
道
路
等
に
架
か
る
橋
り
ょ
う
の
耐
震

補
強
な
ど
に
よ
り
、
災
害
に
強
い
道
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
道
路
施

設
の
老
朽
化
対
策
と
し
て
、
施
設
ご
と

に
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
施

設
の
長
寿
命
化
と
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

縮
減
を
図
り
ま
す
。

▲物をほとんど置かない、ゆる
りさんの自宅のリビング

▲新聞紙を再利用した４匹の猫
のトイレ

　
イ
ラ
ス
ト
や
コ
ラ
ム
、
エ
ッ
セ
イ
を

描
く
市
内
在
住
の
漫
画
家
・
ゆ
る
り
ま

い
さ
ん
は
、
必
要
最
低
限
の
物
で
シ
ン

プ
ル
な
生
活
を
送
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ミ

ニ
マ
リ
ス
ト
」。
平
成
27
年
２
月
に
第

一
子
が
誕
生
し
、
夫
婦
と
子
ど
も
、
母
、

４
匹
の
猫
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
「
震
災
で
実
家
が
全
壊
し
、
本
当
に

必
要
な
物
だ
け
し
か
取
り
出
せ
な
か
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
物
の
少
な
い

生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
」
と
ゆ
る
り
さ

ん
。
現
在
で
は
家
の
中
に
好
き
な
物
・

必
要
な
物
だ
け
を
置
い
て
い
る
た
め
、

そ
の
一
つ
一
つ
に
愛
着
を
感
じ
て
い
る

そ
う
で
す
。「
以
前
は
た
く
さ
ん
の
物

に
囲
ま
れ
て
い
た
の
で
、
物
を
捨
て
る

と
き
に
あ
ま
り
罪
悪
感
を
感
じ
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
今
は
物
を
捨
て
る
の

が
悲
し
い
ん
で
す
。
最
近
は
欲
し
い
物

が
あ
る
時
、

長
く
使
え
る

か
、
処
分
す

る
時
は
ど
う

す
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
買
っ
て
い
ま

す
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
や
ペ
ッ
ト
が
い
る
と
、
ど
う

し
て
も
物
が
多
く
な
り
が
ち
に
。
そ
れ

で
も
、
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
く
な
っ
た
子

ど
も
服
や
使
わ
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ

を
友
人
に
あ
げ
た
り
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

な
ど
一
時
期
し
か
使
わ
な
い
物
は
レ
ン

タ
ル
で
済
ま
せ
た
り
し
て
、
物
を
循
環

さ
せ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
猫
の

ト
イ
レ
も
新
聞
紙
を
再
利
用
。
こ
こ
に

も
、
買
う
物
・
捨
て
る
物
を
極
力
減
ら

す
た
め
の
生
活
の
知
恵
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
こ
の
生
活
を
始
め
て
一
番
変
わ
っ

た
の
は
、
物
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
。
少
し
で
も

長
く
愛
用
し
、
さ
ら
に
、

物
の『
第
二
の
使
い
道
』

を
模
索
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ご
み
減
量

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
ね
」
と
ゆ
る
り
さ
ん

は
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
活
力
に
あ
ふ
れ
た
元
気
な

ま
ち
を
創
造
す
る
た
め
、

道
路
空
間
を
利
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
開

催
を
支
援
す
る
な

ど
、
に
ぎ
わ
い
の

創
出
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

（
平
成
28
〜
32
年
度
）
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▲誓いの言葉を述べる新成人代表

仙台市長　奥山 恵美子

市政
トピックス

二
十
歳
の
門
出
を
祝
福

―
成
人
式
開
催

　
１
月
８
日
、
カ
メ
イ
ア
リ
ー
ナ
仙
台

（
仙
台
市
体
育
館
）
で
成
人
式
が
行
わ

れ
、
新
成
人
た
ち
が
大
人
と
し
て
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
津
波
か
ら
地
域
住
民
等
の
命

を
守
る
た
め
の
施
設
と
し
て
、
津
波
避

難
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨

年
12
月
に
は
若
林
区
三
本
塚
地
区
お
よ

び
宮
城
野
区
新
浜
地
区
・
南
蒲
生
地
区

に
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
、
１
月
に
は
若

林
区
種
次
地
区
・
二
木
地
区
に
津
波
避

難
ビ
ル
が
完
成
し
、
利
用
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
昨
年
11
月
22
日
、
福
島
県
沖
を
震
源

と
す
る
地
震
に
よ
り
津
波
警
報
が
発
表

さ
れ
た
際
は
、
完
成
済
み
の
３
カ
所
の

津
波
避
難
タ
ワ
ー
に
約
１
５
０
人
が
避

難
。
緊
急
時
の
避
難
施
設
と
し
て
、
地

域
の
方
々
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
整
備
予
定
の
津
波
避
難
施
設
13
カ
所

の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
10
カ
所
が
完
成
。

残
り
の
３
カ
所
も
本
年
度
中
に
完
成
す

る
予
定
で
す
。

　
今
年
成
人
式
を
迎
え
た
新
成
人
は
平

成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
昨
年
よ
り
69
人

多
い
１
万
９
９
６
人
で
す
。

　
第
１
部
の
式
典
で
、奥
山
市
長
は「
皆

さ
ん
の
前
に
広
が
る
豊
か
で
大
き
な
未

来
に
向
か
い
、
挑
戦
し
続
け
て
く
だ
さ

い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
出い
ず
も雲
和

佳
奈
さ
ん
と
大
沼
竜
也
さ
ん
が
「
未
来

を
担
う
大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を

胸
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
歩
む
道
を
一
歩

一
歩
踏
み
し
め
て
い
き
ま
す
」
と
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
第
２
部
「
交
流
の
広
場
」
で
は
、
市

内
で
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
若
者
団

体
の
活
動
紹
介
や
、
新
成
人
が
生
ま
れ

て
か
ら
20
年
間
の
出
来
事
を
振
り
返
る

パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら

れ
、
新
成
人
た
ち
は
記
念
の
一
日
を
思

い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

市政
トピックス

新
た
に
津
波
避
難
施
設

が
完
成
し
ま
し
た

▲南蒲生津波避難タワー

　　　冬の魅力を発信
　　―温泉、そして雪遊び

　今年は穏やかな年末年始で、初売りにも大
勢の皆さんにお出でいただき、うれしい年の
始まりでした。そうは言っても、冬はこれか
らが本番。冬をどう過ごし、春につなげてい
くのか。昔からの東北の変わらぬテーマです。
　これまで東北の観光といえば、春の桜、七
夕・ねぶた・竿

かん
燈
とう
などに代表される夏の祭り、

そして秋の紅葉が定番でした。ところが最近、
「冬の魅力を北海道に独占されるのは残念。
東北の冬の楽しみをみんなで満喫しよう」と
いう動きが加速してきました。その一つが、
JR東日本が昨年12月からスタートさせた「行
くぜ、東北。冬のごほうび」と銘打ったキャ
ンペーン。「雪祭り＆絶景」「温泉」「食」「酒」
の四つを、日頃の頑張りへのご褒美として楽
しもうというものです。
　仙台を代表する温泉地「秋保」「作並」で
も、冬の魅力を発信する取り組みを進めてい
ます。例えば秋保地区では、２月末まで「森
の温泉『冬』ランチ―ごちそう日和」を開催
中。秋保米などを使用した各旅館独自のラン
チを一律2,500円（税別）で楽しめるという
もの。予約した方は、各旅館の日帰り入浴を
特別料金で利用できるというのもうれしいで
すね。また、秋保・里センターでは、２月11
日から３月20日まで「手づくりおひな様展」
を開催。色とりどりのつるし飾りや時代雛

びな
、

市民の皆さんの作品など、一足先に春の息吹
を感じていただければと思います。
　作並地区では２月11日と12日、湯のまち
作並・観光交流館ラサンタを会場に、雪まつ
り「ほっこり作並」が行われます。ラサンタ
とは、スコットランドの言葉で「温かさ、ぬ
くもり」の意味。雪像や雪のすべり台を楽し
むとともに、夕方５時から８時までは、暖か
く幻想的な雪灯籠の明かりをご覧いただき、
「ほっこり」した気分で過ごしてもらいたいと
の趣向です。会場内には、地域の方々や温泉
旅館組合による飲食ブースや手作り市も出店。
子どもや家族連れの皆さんも、雪像・雪灯籠
作りに参加することが可能です。
　せっかく東北で暮らすからには、大いに冬
を楽しみましょう。
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保ほ

原ば
ら

彩さ
や

夏か

選
手
と
張は

り

本も
と

智と
も

和か
ず

選
手
に

「
賛
辞
の
楯た

て

」
を
贈
呈

　
市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
防

災
・
減
災
に
尽
力
さ
れ
た
団
体
等
を
毎

年
表
彰
し
て
い
ま
す
。
１
月
16
日
、
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

６
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。
受
賞
団
体

は
次
の
と
お
り
で
す
（
順
不
同
）。

「
片
平
地
区
連
合
町
内
会
」「
国
見
地
区

連
合
町
内
会
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
６
町
内

会
」「
い
わ
き
り
防
災
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
」「
榴
岡
地
区
町
内
会
連
合

会
」「
八
木
山
防
災
連
絡
会
」「
特
定
非

営
利
活
動
法
人
お
も
い
で
か
え
る
」

市政
トピックス

地
域
の
防
災
に
貢
献
―

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表

彰
を
実
施

　
１
月
６
日
、
勾
当
台
公
園
市
民
広
場

と
市
役
所
本
庁
舎
前
で
、
新
春
恒
例
の

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
消
防
職
員
や

消
防
団
員
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
方
な

ど
約
１
1
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
続
き
、
消
防
音
楽
隊
と
カ
ラ

ー
ガ
ー
ド
隊
の
演
奏
・
ド
リ
ル
演
技
や

市
内
七
つ
の
消
防
団
に
よ
る
伝
統
階は
し

子ご

乗
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
階
子
乗

り
で
は
、
高
さ
７
・
２
メ
ー
ト
ル
の
階

子
の
上
で
消
防
の
心
意
気
を
伝
え
る
勇

壮
な
演
技
が
披
露
さ
れ
、
集
ま
っ
た
多

く
の
観
客
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

市政
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安
全
・
安
心
へ
の
決
意

を
新
た
に
―
消
防
出
初

式
を
開
催

　
そ
の
ほ
か
、
特
別
機
動
救
助
隊
等
に

よ
る
訓
練
や
消
防
車
等
に
よ
る
一
斉
放

水
が
行
わ
れ
、
防
火
・
防
災
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
28
年
は
、
火
災
件
数
は
減
少
・

救
急
出
場
件
数
は
増
加

　
消
防
局
が
ま
と
め
た
平
成
28
年
火

災
・
救
急
概
況
（
速
報
値
）
に
よ
る
と
、

火
災
件
数
は
前
年
比
44
件
減
の
２
５
０

件
、
火
災
に
よ
る
死
者
は
昨
年
よ
り
３

人
減
の
５
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
火
原
因
は
放
火
（
疑
い
を
含
む
）

が
46
件
で
最
も
多
く
、
以
下
た
ば
こ
を

原
因
と
す
る
出
火
が
30
件
、
こ
ん
ろ
か

ら
の
出
火
が
29
件
で
し
た
。

　
一
方
、
救
急
出
場
件
数
は
２
９
８
件

増
の
４
万
８
３
６
３
件
。
搬
送
人
員
は

１
３
３
０
人
増
の
４
万
２
７
０
１
人
で

し
た
。

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

権
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
し
た
保
原
彩

夏
選
手
と
、
卓
球
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

権
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
お
よ
び
男
子
団
体

で
優
勝
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
準
優
勝
し

た
張
本
智
和
選
手
の
功
績
を
た
た
え
、

昨
年
12
月
26
日
、「
賛
辞
の
楯
」
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
賛
辞
の
楯
は
、
芸
術
、
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
優
れ
た
功
績
を
残

し
た
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
個
人
や
団
体

に
贈
る
も
の
で
す
。

　
奥
山
市
長
は
「
仙
台
市
民
に
大
き
な

夢
と
希
望
を
与
え
る
素
晴
ら
し
い
ご
報

告
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
向
け
て
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
両
選

手
の
活
躍
を
た
た
え
ま
し
た
。

　
障
害
者
の
権
利
擁
護
に
係
る
体
制
の

整
備
を
進
め
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
と
障
害
者
へ
の
虐
待
防
止
に

携
わ
る
相
談
支
援
機
関
相
互
の
連
携
強

化
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

市
で
は
、
障
害
者
団
体
や
行
政
機
関
な

ど
関
係
機
関
30
団
体
で
構
成
す
る
「
仙

台
市
障
害
者
差
別
解
消
・
虐
待
防
止
連

絡
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
20
日
に
第
一
回
の
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
の

取
り
組
み
の
現
状
等
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市政
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仙
台
市
障
害
者
差
別
解

消
・
虐
待
防
止
連
絡
協

議
会
を
設
置

観閲行進する消防団の階子乗り隊

張本選手（左から２番目）と保原選手（左から３番目）
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仙台市納税
キャラクター
おサメさん

　所得税・復興特別所得税、市県民税の申告期限は３月15日㈬です。申告期限間近に
なると大変混雑します。申告書は国税庁ホームページの申告書等作成コーナーを利用
するなど、ご自分で作成してお早めにご提出ください。

税のお知らせ

所得税の確定申告が必要な方
◎給与所得者の場合
●給与の収入金額が2,000万円を超える方
●給与を１カ所から受けていて、給与・退職所得以外の
所得金額が20万円を超える方
●給与を２カ所以上から受けていて、年末調整をされ
なかった給与の収入金額と、各種の所得金額（給与所得、
退職所得を除く）の合計額が20万円を超える方
◎給与所得者以外の場合
事業をしている方や不動産収入がある方、土地・建物や
株式等を売った方などで一定の要件に当てはまる方
公的年金等受給者の方
　公的年金等収入が400万円以下で、かつ、公的年金等
に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である方は、
所得税の確定申告が不要となります。
　ただし、多額の医療費を支払ったときなど、源泉徴収
された所得税の還付を受けるためには、所得税の確定申
告書を提出する必要があります。
　なお、所得税の確定申告が不要の場合でも、住民税の
申告が必要な場合があります。詳しくは、「市県民税の
申告が必要な方」（８ページ）をご覧いただくか、市民
税課【青葉区・泉区】☎214･8637、【宮城野区・若林区・
太白区】☎214･8638にお問い合わせください。
給与所得者の還付申告
　給与所得者の方で次に該当する方は、確定申告をする
ことにより、源泉徴収された所得税が還付される場合が
あります。
●多額の医療費を支払った方　●住宅ローンによりマイ
ホームの取得や増改築などをした方　●年の途中で退職
し、再就職していない方

●午後３時以降は、各会場が混雑する傾向にあるため、
受け付けを早めに終了する場合があります　●各会場へ
は公共交通機関をご利用ください　●仙台中税務署周辺
では、工事に伴う車両規制中のため、道路の混雑が予想
されます

確定申告書作成会場を開設します
◎開設期間∥２月16日㈭～３月15日㈬（土・日曜日を
除く。ただし、２月19日㈰・26日㈰は開設します）
受付時間 会場 対象

9:00～
16:00

アズテックミュージアム仙台
産業展示館
（太白区中田町杉ノ下18）

仙台北・仙台中・仙台南
税務署管内の方

9:00～
17:00

仙台北税務署
（青葉区上杉1-1-1） 仙台北税務署管内の方

仙台中税務署
（若林区卸町3-8-5） 仙台中税務署管内の方

所得税確定申告書の次の欄は市県民税の計算に必要
です。忘れずに記載をお願いします
◎「住民税に関する事項」欄
特に16歳未満の扶養親族を有する場合の扶養親族氏名、
配当割額控除額と株式等譲渡所得割額控除額、寄附金税
額控除に関する事項等
◎住宅ローン控除を受ける方の「特例適用条文等」欄
居住開始年月日等の必要事項

平成29年度に適用される市県民税の主な税制改正

問市民税企画課☎214･8042

◆給与所得控除の引き下げ
　給与等の収入金額から差し引かれる「給与所得控除」
について、平成29年度分の市県民税では、その年中の
給与等の収入金額が1,200万円を超える場合、230万円
が上限となります。

住宅ローン控除は確定申告または
年末調整に基づいて適用されます

　平成13年から18年までの間および平成21年から33年
までの間に入居し、所得税の住宅ローン控除を受けてい
る方で、所得税から引ききれなかった控除額がある場合
は、税務署への確定申告または勤務先での年末調整の内
容に基づいて、引ききれなかった分が翌年度の市県民税
（所得割）から控除されます（限度額があります）。

問市民税課【青葉区・泉区】☎214･8637、【宮城野区・
若林区・太白区】☎214･8638

　平成28年度分の市税の納め忘れはありませんか。円
滑な市政運営のため、市税納付にご協力をお願いします。
納付が難しい場合は早急にご相談ください。

市税の納め忘れはありませんか
問北徴収課【青葉区・泉区】☎214･5027、南徴収課【宮
城野区・若林区・太白区】☎214･8154

市県民税の申告
問市民税課【青葉区・泉区】☎214･8637、【宮城野区・若林区・太白区】☎214･8638

問仙台北税務署☎222･8121、仙台中税務署☎783･7831、仙台南税務署☎306･8001
所得税の確定申告

■所得金額や税額の計算方法など、確定申告に関してご
不明な点は、最寄りの税務署に電話でお問い合わせくだ
さい。音声案内により確定申告電話相談センターにおつ
なぎします
■国税庁ホームページhttp://www.nta.go.jp/の「確定
申告書等作成コーナー」で申告書の作成ができます。作
成した申告書は、印刷して郵送等で税務署に提出できる

問資産課税課☎214･8619

償却資産（固定資産税）の
申告はお済みですか

　市内に償却資産（事業用資産）をお持ちで、まだ申告
がお済みでない方は、平成29年１月１日現在の資産の
明細を記入した申告書を至急提出してください。

問区役所税務会計課、総合支所税務住民課（☎は10
ページ）、市民税企画課☎214･8625
　軽自動車税は、４月１日現在の所有者に課税されます。
バイクや軽自動車などの名義や住所が変わった場合や廃
車した場合、盗難に遭った場合は手続きが必要です。例
年３月は窓口が大変混雑しますので、できるだけ２月中
に手続きをお願いします。

軽自動車税の変更手続きはお早めに

種類 手続き窓口
原動機付自転車（125cc以下バイク)、
小型特殊自動車（農耕作業用含む）

区役所税務会計課、
総合支所税務住民課

バイク（125cc超250cc以下）、三輪・
四輪の軽自動車（660cc以下）

宮城県軽自動車協会
☎388･6033

バイク（250cc超） 東北運輸局宮城運輸支局
☎050･5540･2011

問市民税企画課☎214･8625
　軽自動車のグリーン化を進める観点から、初めて車両
番号の指定を受けた年月から13年を経過した経年車（平
成29年度は自動車検査証の初度検査年月が平成16年３
月以前の車両が対象）に対して、税率を引き上げる重課
が適用されます。

車種 税率
三輪（660cc以下） 4,600円

四輪乗用
(660cc以下)

営業用 8,200円
自家用 12,900円

四輪貨物用
(660cc以下)

営業用 4,500円
自家用 6,000円

●一部対象から除かれる車両もあります。詳しくはお問
い合わせください

平成29年度から軽自動車税の
税率が変わる車両があります

ほか、「電子申告（e
イータックス
-Tax）」でも提出できます

■「e-Tax」を利用する際は、電子証明書の取得など事前
準備が必要です。詳しくはホームページhttp://www.e-
tax.nta.go.jp/をご覧ください
★税理士会による確定申告の無料相談会
●日時∥２月11日㈷・18日㈯9:30～15:30（来場者が多
い場合、予定より早く受け付けを終了）　●会場∥東北
税理士会館（若林区新寺1-7-41）　●対象∥東日本大震
災の被災者、年金や給与所得があり還付申告をする方、
小規模な個人事業経営者（土地・建物および有価証券の
譲渡所得のある方を除く）　●確定申告の必要書類等を
持参の上、直接会場へ　問東北税理士会☎293･0503

市県民税の申告が必要な方
　平成29年１月１日現在、仙台市にお住まいで、下記
「市県民税の申告が不要な方」に該当しない方（平成28
年中に所得がなかった方も申告が必要です。申告しない
場合は非課税証明書等を発行できないことがありますの
で、ご注意ください）

申告に必要なもの
①番号確認書類（マイナンバーカード、通知カード等）
②本人確認書類（運転免許証、公的医療保険の被保険者証等）
　※マイナンバーカードを持参した場合は不要です
③印鑑
④源泉徴収票、収支内訳書、その他収入および必要経費を証明す
　る書類（領収書、帳簿等）
⑤所得控除の対象となる医療費・窓口納付もしくは口座振替で支
　払った国民健康保険料・後期高齢者医療保険料・国民年金保険
　料・介護保険料・小規模企業共済等掛金・寄附金などの領収書、
　生命保険料・地震保険料などの控除証明書
⑥配偶者特別控除を受ける方は、配偶者の所得が明らかになるもの
⑦障害者控除を受ける方は、身体障害者手帳等、障害者控除対象
　者認定書（障害者控除対象者認定書の交付は、区役所障害高齢
　課で申請が必要になります）

　市ホームページ「市県民税税額試算・申告書作成コーナ
ー」http://www.tax-asp.e-civion.net/tax-project/tax/
sendai_top.htmlで市県民税の税額の試算や申告書の作成
ができます。ぜひご利用ください。

公的年金等収入が400万円以下の年金受給者で、か
つ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20
万円以下の方について
　所得税の確定申告は不要ですが、公的年金等以外
の所得がある場合や医療費控除、社会保険料控除（国
民健康保険料や介護保険料等で、銀行窓口等や口座
振替によりご自身で支払った分があるとき）などの
控除を受ける場合には、市県民税の申告が必要です。
市県民税の申告が不要な方
●所得税の確定申告をする方およびその扶養親族の方
●給与所得のみの方で、事業主（勤務先）から仙台市に給
与支払報告書が提出されている方およびその扶養親族の方
●公的年金等の所得のみの方で、源泉徴収票に記載され
ている控除以外に追加する控除がない方
平成29年度の申告書から、マイナンバーの記載と番
号確認書類・本人確認書類の提示が必要です
●平成29年度の申告書から、申告者本人、控除対象配
偶者および扶養親族のマイナンバーの記載が必要です
●申告書の提出時には、申告者本人の番号確認書類と本
人確認書類の提示が必要となります（控除対象配偶者お
よび扶養親族のマイナンバーについては、確認書類の提
示は不要です）

市県民税申告会場
◎受付期間∥２月16日㈭～３月15日㈬（閉庁日を除く）

受付時間 会場

　9:00～11:30、
13:00～16:00

●青葉区役所９階会議室
●宮城野区役所６階ホール
●若林区役所６階ホール
●太白区役所５階ホール
●泉区役所東庁舎５階大会議室

　9:30～11:30、
13:00～16:00

●宮城総合支所３階会議室
●秋保総合支所２階大会議室

●会場の混雑状況によっては、午前・午後の受け付け終
了時間を早める場合があります
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２
月
の
お
知
ら
せ

２
月
の
お
知
ら
せ

仙台市政だより　29.２. 1 仙台市政だより　29.２. 1

□注意事項

□申込時の必要事項

□電話番号案内

□仙台市ホームページ
http://www.city.sendai.jp/
   仙台市携帯電話用ホームページ
http://www.city.sendai.jp/m/

仙台市役所
青葉区役所
宮城野区役所
若林区役所
太白区役所
泉区役所
宮城総合支所
秋保総合支所

261・1111（代）
225・7211（代）
291・2111（代）
282・1111（代）
247・1111（代）
372・3111（代）
392・2111（代）
399・2111（代）

右記の項目を（往復はがきには
返信先も）記入してください。
特に記載のないものは、はがき
１通につき１人、締切日消印有効。 申申し込み 問問い合わせ 申・問申し込み・問い合わせ

〔先着〕先着順  〔抽選〕申し込み多数のときは抽選

□お知らせの見方

お 知 ら せ

●催しは、2月6日からの内容を掲載しています
●料金の記載のないものは無料（入館料が必要な施設あり）
●休館日等は事前にご確認ください
●来庁 ・ 来場の際は公共交通機関をご利用ください
●未掲載のファクス番号は、広報課FAX211・1921、
　☎214 ・1150へお問い合わせください
●市役所への郵便は郵便番号（〒980-8671）と課名のみ
　で届きます

○申し込む内容
　（講座名等）
○〒住所
○氏名（フリガナ）
○電話・
　ファクス番号
○その他必要事項

　 仙台市広報課Facebookページ
httpｓ://www.facebook.com/sendaipr/

□

□

市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
２
月

９
日
に
開
会
予
定
で
す

　
本
会
議
の
模
様
を
市
役
所
本
庁
舎

1
階
市
民
の
へ
や
、
区
役
所
・
総
合

支
所
で
テ
レ
ビ
中
継
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジht

tp://w
w
w
.gikai.city.sendai.

jp/

で
は
会
期
日
程
の
詳
細
を
掲
載

す
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ

ブ
中
継
を
実
施
。
平
成
27
年
第
１
回

定
例
会
以
降
の
本
会
議
、
予
算
・
決

算
等
審
査
特
別
委
員
会
の
録
画
中
継

も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
議
会
事
務
局
調
査
課
☎
214
・
６
１

６
９

市
有
地（
一
般
競
争
入
札
物
件
）

を
お
売
り
し
ま
す

◦
申
し
込
み
受
付
日
時‖

２
月
13
日

㈪
～
３
月
３
日
㈮
の
平
日
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
郵
送
の
場
合
は
簡
易

書
留
で
）　
◦
現
地
説
明
会‖

①
２

月
20
日
㈪
午
後
２
時
～
②
２
月
21
日

㈫
午
後
２
時
～　
◦
入
札
日
時‖

３

月
16
日
㈭
①
午
前
10
時
～
②
午
後
１

時
半
～　
◦
物
件
の
所
在
地
は
土
地

の
地
番
で
、
住
居
表
示
と
は
異
な
り

ま
す　
◦
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は

市
役
所
本
庁
舎
４
階
財
産
管
理
課
で

配
布
す
る
実
施
要
領
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、

希
望
者
に
は
郵
送
も
可
）
で
ご
確
認

く
だ
さ
い　
申
・
問
財
産
管
理
課
☎

214
･
１
２
７
８

緑
化
助
成
の
申
請
は
２
月
28
日

ま
で
に

　
本
年
度
の
緑
化
助
成
事
業
の
申
請

受
け
付
け
は
２
月
28
日
で
締
め
切
り

ま
す
。
な
お
、
新
年
度
の
申
請
受
け

付
け
は
４
月
１
日
か
ら
の
予
定
で
す
。

◦
対
象
事
業‖

①
生
垣
づ
く
り
助
成

事
業
②
建
築
物
緑
化
助
成
事
業
③
緑

化
木
植
栽
助
成
事
業
④
街
か
ど
緑
化

助
成
事
業　
◦
申
請
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　

 

問
①
区
役
所
街
並
み
形
成
課
②
③
④

百
年
の
杜
推
進
課
☎
214
・
８
３
８
９

公
共
的
な
花
壇
に
植
え
る
花
の

苗
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

◦
対
象‖
町
内
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・

子
ど
も
会
な
ど
の
地
域
団
体
、
会
社

な
ど　
◦
申
し
込
み
は
箱
単
位
で
受

け
付
け
ま
す　
◦
３
月
中
旬
か
ら
４

月
上
旬
に
配
達
予
定　
申
仙
台
市
公

園
緑
地
協
会
、
七
北
田
公
園
都
市
緑

化
ホ
ー
ル
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
勾
当

台
で
配
布
す
る
申
込
書
で
２
月
15
日

ま
で
に　
問
仙
台
市
公
園
緑
地
協
会

☎
293
・
３
5
8
3

仙
台
市
都
市
計
画
審
議
会　
　

 

◦
日
時‖

2
月
7
日
㈫
午
後
１
時
半

～　
◦
会
場‖

市
役
所
本
庁
舎
２
階

第
１
委
員
会
室　
◦
日
程
等
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す　
◦
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
本
庁
舎
1
階

市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
、
宮
城
野
区
・

若
林
区
・
太
白
区
情
報
セ
ン
タ
ー
で

も
会
議
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す

問
都
市
計
画
課
☎
214
・
8
2
9
4

記
念
樹
プ
レ
ゼ
ン
ト　
　
　
　

 

　
誕
生
や
結
婚
、
新
築
な
ど
、
人
生

の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
記
念
の

苗
木
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◦
対
象‖

平
成
27
年
２
月
１
日
～
平

成
29
年
１
月
31
日
に
次
の
記
念
を
迎

え
た
方
①
誕
生
、
小
学
校
入
学
（
平

成
29
年
度
に
入
学
す
る
方
を
含
む
）

②
結
婚
、
銀
婚
、
金
婚
③
賀
寿
（
還

暦
・
古
希
・
喜
寿
・
米
寿
）
④
新
築

（
市
内
に
住
宅
を
新
築
ま
た
は
戸
建

て
住
宅
を
購
入
さ
れ
た
個
人
の
方
。

マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
は
対
象
外
）　
◦

同
一
の
記
念
で
再
度
申
し
込
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん　
◦
樹
木‖

コ
ウ
メ
、

コ
デ
マ
リ
、
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
キ
ン

メ
ツ
ゲ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
サ
ザ
ン

カ　
◦
本
数‖

①
②
③
1
本
④
3
本

申
市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
の
へ
や
、

区
役
所
総
合
案
内
、
総
合
支
所
、
市

民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
す
る
申
込

書（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

sendai-park.or.jp/w
eb/

か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
で
２
月
28
日
ま

で
に　
問
仙
台
市
公
園
緑
地
協
会
☎

293
・
3
5
8
3

有
料
で
ご
み
を
回
収
す
る
業
者

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
粗
大
ご
み
等
の
回
収
は
、
粗
大
ご

み
受
付
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
む
か
、

各
環
境
事
業
所
ま
た
は
許
可
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
許
可
の
な
い

業
者
が
有
料
で
ご
み
を
回
収
す
る

（
ご
み
を
出
す
側
が
代
金
を
支
払
う
）

こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
許
可
業
者
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
鳴

ら
し
な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
巡
回
し
た

り
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ッ
ク
で
巡

回
し
て
い
る
業
者
等
に
代
金
を
請
求

さ
れ
た
場
合
は
、
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

問
廃
棄
物
管
理
課
☎
214
・
8
2
2
７

入
学
援
助
金
を
支
給
し
ま
す　

 

◦
対
象‖

4
月
に
小
･
中
学
校
に
入

学
す
る
児
童
・
生
徒
の
い
る
低
所
得

世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
①

就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
②
本
年
度

中
に
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

さ
れ
た
③
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
④
同
居
し
て
い
る
世
帯
全
員

（
単
身
赴
任
の
保
護
者
を
含
む
）
の

年
収
が
一
定
額
以
下
で
あ
る　
◦
支

給
に
は
審
査
が
あ
り
ま
す　
◦
支
給

額‖

児
童
・
生
徒
１
人
に
つ
き
小
学

校
２
万
２
千
円
、
中
学
校
２
万
７
千

円　
申
該
当
を
証
明
す
る
書
類
と
同

居
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票
等
を
持

参
で
３
月
1
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で

に
お
住
ま
い
の
区
の
区
役
所
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
管
理
課
（
☎
は
10
ペ
ー

ジ
）

入
学
準
備
金
の
貸
付
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

◦
対
象‖

申
込
時
に
6
カ
月
以
上
市

内
に
お
住
ま
い
で
、
養
育
す
る
児

童
・
生
徒
の
新
入
学
に
か
か
る
経
費

の
負
担
が
経
済
的
に
困
難
な
世
帯
の

方　
◦
貸
付
限
度
額
等‖

①
小
・
中

学
校
（
生
活
保
護
世
帯
の
方
を
除

く
）
／
５
万
円
以
内
②
公
立
高
校
／

10
万
円
以
内
③
私
立
高
校
／
15
万
円

以
内
。
い
ず
れ
も
無
利
子　
◦
返
済

‖

2
カ
月
据
え
置
き
後
、
20
カ
月
以

内
（
15
万
円
貸
し
付
け
の
場
合
は
30

カ
月
以
内
）　
◦
貸
し
付
け
に
は
審

査
が
あ
り
ま
す　
◦
市
内
に
お
住
ま

い
の
保
証
人
が
1
人
必
要
で
す　
◦

受
付
期
間‖

3
月
31
日
ま
で　
◦
申

し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
社
会
福
祉

協
議
会
各
区
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い　
申
・
問
お
住
ま
い
の

区
の
社
会
福
祉
協
議
会
（
青
葉
区
☎

265
・
5
2
6
0
、
青
葉
区
宮
城
支
部

☎
392
・
7
8
6
8
、
宮
城
野
区
☎

256
・
3
6
5
0
、
若
林
区
☎
282
・
７

9
7
1
、
太
白
区
☎
248
・
8
1
8
8
、

泉
区
☎
372
・
1
5
8
1
）

ひ
と
り
親
家
庭
等
高
等
職
業
訓

練
促
進
資
金
貸
付
事
業
を
始
め

ま
す

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
ひ
と

り
親
家
庭
の
親
で
、
高
等
職
業
訓
練

促
進
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
っ
て

い
る
方　
◦
貸
付
限
度
額
等‖

①
養

成
機
関
へ
の
入
学
時
に
入
学
準
備
金

と
し
て
50
万
円
②
養
成
機
関
を
修
了

し
、
か
つ
資
格
を
取
得
し
た
場
合
に

就
職
準
備
金
と
し
て
20
万
円
。
い
ず

れ
も
連
帯
保
証
人
を
立
て
る
場
合
は

無
利
子　
◦
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
は
貸
付
金
の
返
還
を
免
除
し
ま

す　
申
・
問
仙
台
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
223
・
２
１
４
２

市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証

等
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
　
消
防
団
員
確
保
へ
の
協
力
や
従
業

員
の
消
防
団
活
動
に
配
慮
し
て
い
る

事
業
所
等
に
対
し
て
、
そ
の
社
会
貢

献
の
証
し
と
し
て
、
表
示
証
と
認
定

証
を
交
付
し
ま
す
。
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間‖

3
月
1
日
㈬
～
31
日

㈮　
申
最
寄
り
の
消
防
署
（
連
絡
先

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）　
問

消
防
局
総
務
課
☎
234
・
１
１
１
１

所
在
地

面
積

用
途

地
域
最
低
売

却
価
格

①
 宮城野区宮城野
 ２丁目20番４・
 20番13

723.69
㎡

近隣商業
地域

59,640,000
円

②
太白区郡山３丁目
11番５・11番45

1,229.98
㎡

第二種
住居地域

137,760,000
円

花
の
種
類

単
位

費
用

パ
ン
ジ
ー
（
混
合
）、

ビ
オ
ラ
（
混
合
）、
ノ

ー
ス
ポ
ー
ル
（
白
）、

ム
ル
チ
コ
ー
レ
（
黄
）
40株／箱

各2,500
円

消費税・配達料込み

芝
桜
（
混
合
）

24株／箱

2,900
円

仙台市の人口：１月１日現在（対前月比）男:528,702人 女:556,361人  計1,085,063人（－225）　504,498世帯（－168）

新しい総合事業の
説明会を開催します

　介護保険制度の改正に伴い、４月より「介
護予防・日常生活支援総合事業（新しい総
合事業）」が始まります。この新しい総合事
業の目的や従来のサービスからの変更点等
についての説明会を開催します。

●直接会場へ
問介護保険課☎214･8246

日時 会場
2/7
㈫

10:00～
11:30 戦災復興記念館

2/10
㈮

19:00～
20:30 太白区文化センター

2/14
㈫

14:00～
15:30 若林区文化センター

2/16
㈭

14:00～
15:30 イズミティ21

2/21
㈫

14:00～
15:30 宮城野区文化センター

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入

申・問広報課☎214･1150

市政だより音声版の
Y
ユ ー

ouT
チューブ

ube配信を開始しました
　平成29年１月号から、市政だより音声
版をYouTubeで配信しています。特集
記事等と休日当番医は写真やグラフ等を
除く全文を、市・各区からのお知らせは
抜粋版を、毎月５日頃に配信します。
　YouTubeのチャンネル名は「仙台市
政だより音声版」で、市ホームページ（サ
イト内検索で「市政だより音声版YouTu
be」と検索）からもお聞きいただけます。

市政だより音声版（デイジー方式CD）
と市政だより点字版の郵送も行ってい
ます。随時受け付けていますので、ご
希望の方は電話で下記までお申し込み
ください
●対象

‖

市内にお住まいで視覚障害の
ある方

問被災者支援情報ダイヤル☎214･3805
（平日9:00～17:00）

★被災者生活再建支援制度
　震災により生活基盤に著しい被害を受けた世帯
に対して、住宅の被害程度に応じた基礎支援金と、
住宅の再建方法に応じた加算支援金を支給し、生
活の再建を支援します。なお、加算支援金は、基礎
支援金の対象に該当する場合のみ対象となります。

◆支給額∥次の①と②の合計額
①【基礎支援金】全壊など100万円、大規模半壊50
万円②【加算支援金】建設・購入200万円、補修100
万円、賃借（公営住宅は除く）50万円
※世帯人数が１人の場合、支給額が４分の３になり
　ます
※半壊または大規模半壊の判定を受けた住宅をやむ
　をえず解体した場合、全壊扱いとなります
※詳しくは、下記にお問い合わせください
◆申請期限∥平成30年４月10日（基礎支援金・加
算支援金とも同一日となります）
◆受付時間∥9:00～16:30（閉庁日を除く）
◆受付場所∥市役所本庁舎５階社会課、各区役所保
健福祉センター管理課

被災者生活再建支援制度（基礎支援金）の申請
期限延長について
　被災者生活再建支援制度（★）（基礎支援金）の申
請期限が１年間延長になりました。申請がお済みで
ない方は、手続きをお願いします。なお、これまで
支給を受けた方への追加の支給を行うものではあり
ません。

被災した方のための支援情報
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２
月
の
お
知
ら
せ

２
月
の
お
知
ら
せ

仙台市政だより　29.２. 1仙台市政だより　29.２. 1

仙台・青葉まつり
すずめ踊り参加者募集

●日時 ‖５月20日㈯10:00～21:00、５月21日㈰12:00
～18:00　●会場 ‖勾当台公園市民広場、定禅寺通ほか

募集部門 対象 費用

一般部門 ５～65人程度の団体
高校生以上１人1,000
円、中 学 生 以 下１人
500円

子すずめ部門 中学生以下の５人以上
の団体 １人500円

学生部門 中学生以上の学生10
人以上の団体 １団体1,000円

すずめっ子
1000人祭

ま づ ら
連

小学生以下の個人・団
体。親子での参加も可 ―

元気発信祭
まじゃらいん

雀連 上記にエントリーされ
ない個人での参加の方 ―

申仙台・青葉まつり協賛会事務局（市役所錦町庁舎３
階）で配布する募集要項の申込書（ホームページhtt
p://aoba-matsuri.com/からもダウンロードできま
す）で２月28日までに
◆参加者説明会
●日時 ‖４月20日㈭19:00～20:00　●会場 ‖市役所
本庁舎８階ホール　●直接会場へ
問仙台・青葉まつり協賛会事務局☎223･8441、観光
課☎214･8260

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入

オ
ー
エ
ン
ス
泉
岳
自
然
ふ
れ
あ

い
館
の
利
用
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す

　
夏
季
（
７
月
～
８
月
）
の
本
館
宿

泊
利
用
お
よ
び
冬
季
（
平
成
30
年
１

月
～
３
月
）
の
活
動
を
希
望
す
る
団

体
の
利
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。

◦
平
日
の
利
用
可
能
日
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.shi

zenfureaikan.jp/

を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　

◦
夏
季
は
６
月
中
旬
、
冬
季
は
11
月

下
旬
に
利
用
団
体
説
明
・
調
整
会
を

開
催
し
ま
す　
申
は
が
き
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
に
団
体
名
、
代
表
者
の
申
込

時
の
必
要
事
項
と
利
用
人
数
（
男
女

別
）、
利
用
宿
泊
室
数
、
活
動
種
目
、

利
用
希
望
日
（
第
２
希
望
ま
で
）、

研
修
室
等
の
利
用
希
望
の
有
無
を
記

入
し
て
２
月
28
日
（
必
着
）
ま
で
に

オ
ー
エ
ン
ス
泉
岳
自
然
ふ
れ
あ
い
館

（
〒
981│

3225
泉
区
福
岡
字
岳
山
９│

８
☎
379
・
２
１
５
１
、
℻
379
・
２
１

５
２
）

エ
イ
ズ
・
梅
毒
検
査　
　
　
　

　
エ
イ
ズ
等
に
関
す
る
検
査
・
相
談

を
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

◦
定
員‖

各
30
人
〔
先
着
〕　
◦
過

去
に
梅
毒
の
治
療
歴
が
あ
る
方
は
、

梅
毒
即
日
検
査
で
は
陽
性
と
判
定
さ

れ
ま
す
。
各
区
役
所
で
平
日
に
実
施

し
て
い
る
梅
毒
通
常
検
査
を
受
検
し

て
く
だ
さ
い　
申
検
査
日
の
１
カ
月

前
か
ら
の
平
日
午
後
１
時
～
４
時
に

予
約
専
用
電
話
☎
090
・
４
４
７
８
・

４
６
４
１
で
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
申
し
込
め
ま
す　
問
健
康
安
全

課
☎
214
・
８
０
２
９

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
入
会
説
明
会

◦
日
時‖

２
月
８
日
㈬
午
前
10
時
～

11
時
15
分　
◦
会
場‖

市
役
所
本
庁

舎
８
階
ホ
ー
ル　

◦
対
象‖

お
子
さ

頭
の
健
康
「
生
き
活
き
（
い
き

い
き
）
楽
習
（
が
く
し
ゅ
う
）

教
室
」
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

◦
活
動
日
時‖

４
月
～
９
月
の
毎
週

金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
０
時
半

（
こ
の
期
間
以
降
も
引
き
続
き
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
）　
◦
会
場

‖

泉
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　
◦
活
動

内
容‖

教
室
を
受
講
す
る
高
齢
者
の

学
習
支
援　
◦
対
象‖

60
歳
以
下
の

方
若
干
名
〔
抽
選
〕　
申
電
話
ま
た

は
往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
（
申
込

時
の
必
要
事
項
と
年
齢
を
記
入
）
で

２
月
28
日
（
必
着
）
ま
で
に
泉
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
〒
981│

3131
泉
区
七

北
田
字
道
48
─
12
☎
372
・
７
８
４
８
、

℻
372
・
８
９
６
９
）

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

市
民
活
動
用
ロ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
団
体
募

集◦
応
募
資
格‖

主
に
市
内
を
拠
点
と

し
て
男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す
る

活
動
を
行
う
団
体　
◦
貸
出
場
所
／

募
集
数‖

エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
／
88

団
体
、
エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
／
31
団

体
〔
い
ず
れ
も
抽
選
〕　
◦
利
用
期

間‖

4
月
上
旬
～
平
成
30
年
３
月
31

日　
申
２
月
６
日
か
ら
エ
ル
・
パ
ー

ク
仙
台
、
エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
で
配

布
す
る
申
込
書
で
３
月
10
日
（
必

着
）
ま
で
に　
問
エ
ル
・
パ
ー
ク
仙

台
☎
268
・
8
３
０
０
、
エ
ル
・
ソ
ー

ラ
仙
台
☎
268
・
8
０
４
１

仙
台
89
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
エ
イ
テ
ィ
ナ

イ
ナ
ー
ズ
）
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に

ペ
ア
で
ご
招
待

◦
定
員‖

各
５
組
10
人
〔
抽
選
〕　

◦
当
選
さ
れ
た
方
に
は
①
②
２
月
23

日
③
④
３
月
３
日
ま
で
に
チ
ケ
ッ
ト

を
発
送
し
ま
す　
申
往
復
は
が
き
に

申
込
時
の
必
要
事
項
と
観
戦
希
望
日

を
記
入
し
て
、
各
申
込
期
限
ま
で
に

（
1
通
に
つ
き
1
試
合
の
み
）
仙
台

89
E
R
S
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
協
議
会

（
仙
台
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
内
）

〒
980│

0012
青
葉
区
錦
町
１│

３│

９

☎
215
・
３
２
０
９

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

の
年
間
予
約
希
望
団
体
を
募
集

し
ま
す

　
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
人
が
集
ま
り
、

生
き
づ
ら
さ
や
体
験
を
分
か
ち
合
う

会
合
「
自
助
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
定

期
的
に
開
く
た
め
に
、
エ
ル
・
パ
ー

ク
仙
台
、
エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
の
有

り
、
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
は
、

職
場
の
健
康
保
険
か
ら
脱
退
し
て
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
被
扶
養
者
の

方
も
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
す
る

た
め
、
被
扶
養
者
の
方
は
、
新
た
に

国
民
健
康
保
険
等
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合

は
、
次
の
書
類
を
持
参
し
て
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
職
場
の
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証

明
書　
◆
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の　
申
・
問
区
役

所
・
宮
城
総
合
支
所
保
険
年
金
課
、

秋
保
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
（
☎
は

10
ペ
ー
ジ
）

告
し
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
所
得
判
定
に

含
ま
れ
、
申
告
し
な
い
場
合
と
比
べ

て
保
険
料
や
病
院
等
で
負
担
す
る
額

が
増
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
増
額
分
は
、
確
定
申
告

で
還
付
ま
た
は
減
額
さ
れ
る
所
得
税

額
や
住
民
税
額
を
上
回
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
区
役
所
・
宮
城
総
合
支
所
保
険
年

金
課
、
秋
保
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

（
☎
は
10
ペ
ー
ジ
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
方
の
被
扶
養
者
は
、
国
民

健
康
保
険
等
に
加
入
し
て
く
だ

さ
い

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
お

ん
を
預
け
た
い
方
（
利
用
時
間
に
応

じ
た
費
用
が
か
か
り
ま
す
）
と
、
預

か
る
こ
と
が
で
き
る
方　
◦
託
児
あ

り
（
１
歳
～
３
歳
６
カ
月
。
要
申
し

込
み
）　
申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
参
加
者
の
氏
名
と
電
話
番
号
、
託

児
希
望
の
方
は
子
ど
も
の
氏
名
、
年

齢
も
記
入
）
で
仙
台
す
く
す
く
サ
ポ

ー
ト
事
業
事
務
局
☎
214
・
５
０
０
１
、

℻
214
・
８
６
１
０

株
式
等
の
配
当
所
得
お
よ
び
譲

渡
所
得
を
申
告
し
た
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
等
の
所
得
判
定

に
含
ま
れ
ま
す

　
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
お
よ
び

源
泉
徴
収
を
選
択
し
て
い
る
特
定
口

座
に
よ
る
株
式
等
の
譲
渡
所
得
を
申

検
査

日
時

会
場

検
査

結
果

エイズ即日検査―
国分町夜間エイズ
検査

3/10㈮・24㈮

17:00～19:00

宮城県歯科医師会
館（青葉区国分町
1-5-1）

採血後約１時間ほどでお知らせしま
す（判定保留の場合は、後日お知ら
せします）

エイズ・梅毒即日
検査―休日検査

3/18㈯

13:30～15:00

青葉区役所

試
合
日
時

対
戦
相
手

会
場
申
込
期
限

①
3/3
㈮

19:10
～
川
崎
ブ
レ
イ

ブ
サ
ン
ダ
ー

ズ

カメイアリーナ仙台
（仙台市体育館）

2/16
（必着）

②
3/4
㈯

14:00
～

③
3/18

㈯
18:00

～
富
山
グ
ラ
ウ

ジ
ー
ズ

2/24
（必着）

④
3/19

㈰
14:00

～

保
健
･
福
祉

募
集

料
の
貸
室
の
年
間
予
約
を
希
望
す
る

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

◦
利
用
期
間‖

4
月
１
日
㈯
～
平
成

30
年
３
月
31
日
㈯　
◦
対
象‖

次
の

全
て
の
項
目
を
満
た
す
自
助
団
体
①

市
内
を
拠
点
に
男
女
共
同
参
画
を
推

進
し
、
男
女
平
等
の
ま
ち
の
実
現
に

向
け
て
活
動
す
る
②
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る

内
容
で
、
通
年
開
催
す
る
③
新
し
い

メ
ン
バ
ー
の
受
け
入
れ
が
可
能　
◦

会
場
使
用
料
は
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す　
◦
詳
し
く
は
、
２
月
６
日
か

ら
エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
、
エ
ル
・
ソ

ー
ラ
仙
台
で
配
布
す
る
募
集
要
項
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い　
申
募
集
要
項
の
申
込
書

で
３
月
10
日
（
必
着
）
ま
で
に　
問

エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台
☎
268
・
８
３
０

２仙
台
明
治
青
年
大
学
平
成
29
年

度
新
入
学
生
募
集

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
で
市
民

セ
ン
タ
ー
の
老
壮
大
学
等
を
修
了
し

た
61
歳
以
上
の
方
70
人
程
度
〔
抽

選
〕　
◦
費
用‖

７
千
円　
◦
４
月

12
日
㈬
に
太
白
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で

入
学
式
を
行
い
ま
す　
◦
詳
し
く
は

各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い　
申
往
復
は

が
き
に
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入

し
て
２
月
12
日
ま
で
に
生
涯
学
習
支

援
セ
ン
タ
ー
（
〒
983│

0852
宮
城
野
区

榴
岡
４│

１│

８
☎
295
・
０
４
０ 

３
）

高齢者福祉サービス事業者募集
①高齢者食の自立支援サービス事業等受託事業者
●事業内容 ‖高齢の方などに適した食事を調理し、自宅
に配達して健康状態や安否の確認を行う　●応募資格 ‖

次の全ての条件を満たす事業者⑴１日当たり50食以上、
毎日配達できる⑵法人格を有し、市内に自社の調理施設
がある⑶市内での宅配実績が１年以上ある
②高齢者訪問理美容サービス事業受託事業者
●事業内容 ‖介護保険の要介護３～５の認定を受けてい
る方の自宅を訪問し、散髪を行う　●応募資格 ‖次の全
ての条件を満たす事業者⑴市内に事業所（事業所がない
個人の場合は住所）がある⑵訪問理美容サービスに適用
される損害賠償保険に加入している⑶要介護高齢者への
訪問理美容サービスを適切に提供できる
③介護用品支給事業受託事業者
●事業内容 ‖高齢の方の自宅に紙おむつ等を配達する　
●応募資格 ‖次の全ての条件を満たす事業者⑴市内に事
業所がある⑵使い捨ておむつ、尿取りパッド、おむつカ
バー、失禁シーツを取り扱える⑶市内全域に配達できる
⑷配達料を取らない⑸市の競争入札参加資格を有してい
る

申・問高齢企画課☎214･8168、FAX214･8191

◆事業者募集説明会（受託には説明会への参加が必要）
事業名 日時

①食の自立支援サービス事業 2/10㈮ 14:00～

②訪問理美容サービス事業 2/13㈪ 14:00～

③介護用品支給事業 2/16㈭ 14:00～

●会場 ‖①③市役所本庁舎６階第２会議室②上杉分庁
舎２階第３会議室　申ファクスに受託希望事業名、事
業者名、所在地、担当者名、電話番号、ファクス番号
を記入して各開催日の前開庁日までに

お知らせの見方は10ページ参照。未掲載のファクス番号については、広報課FAX211・1921へお問い合わせください

利
用
可
能
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
休
日
。
★
は
宿
泊
可
）

主
な
活
動

７
月
★
29
㈯
・
30
㈰

登山、野外
炊事等

８
月
★
13
㈰
・
★
19
㈯
・
20
㈰

１
月
★
７
㈰
・
★
８
㈷
・
★
20
㈯
・

21
㈰
・
★
27
㈯
・
★
28
㈰

  　歩くスキー、
  　そり遊び等

２
月
★
10
㈯・★
11
㈷・★
12（
振
休
）・

★
17
㈯
・
★
18
㈰

３
月
★
３
㈯
・
４
㈰

問市民協働推進課☎214･8002

協働によるまちづくりを推進するため、
新たな助成制度の構築に向けた
モデル事業を募集します

　複数の団体が連携して社会的課題の解決やまちの魅力
の創造に取り組む事業に対し、活動費の助成を行います。
助成対象に決定した団体には、事業のコンサルティング
や必要に応じた専門家の派遣などのサポートも行います。
●対象事業

‖

４月上旬から平成30年３月31日までに実
施する事業で、複数団体が連携し、個々の取り組みでは
成し得なかった新たな機能・価値を創出させることが見
込める事業　●助成金額

‖

助成対象経費の10分の９（一
部２分の１。上限300万円）　●募集期間

‖

２月１日～
３月３日　●選考方法

‖

３月中旬頃開催予定のプレゼン
テーションでの発表および提出書類の内容により候補事
業を審査・決定します　●応募には、事前相談が必要で
す　●対象事業や団体の条件等詳しくは市役所本庁舎
１階市民のへや、市役所二日町第四仮庁舎（アーバンネ
ット勾当台ビル）２階市民協働推進課、市民活動サポー
トセンター等で配布する募集要項をご覧ください

事前相談窓口（要予約）
市民活動サポートセンター☎212･3010



業
に
お
け
る
生
活
支
援
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
に
従
事
す
る
際
に
必
要
と
な
る

研
修
で
す
。

◦
持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
2
月
１
日
よ
り
掲
載
）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い　
◦
研
修
会
は
、
今
後
定

期
的
に
開
催
し
ま
す　
申
電
話
で
２

月
17
日
ま
で
に
介
護
保
険
課
☎
214
・

８
１
９
２

15

２
月
の
お
知
ら
せ

２
月
の
お
知
ら
せ

仙台市政だより　29.２. 1

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入

のびすくの催し

※いずれも申・問電話または直接施設へ

■のびすく泉中央☎772･7341、FAX375･0671
催し名（内容） 日時 対象 受付

モーニングパパひろば（開館
を早め、乳幼児と父親に施設
を開放します）

2/11㈷
9:30～
10:00

乳幼児と父親 直接
会場へ

２・３歳児タイム「まめっち
ょ」（親子で体を動かして遊び
ます）

2/21㈫
14:00～
15:00

２・３歳児と
保護者

直接
会場へ

■のびすく長町南☎399･7705、FAX399･7706
催し名（内容） 日時 対象 受付

ふふふの時間（親子で楽しむ
「笑いの体操」と、おしゃべり
サロンの時間です）

2/15㈬
14:22～
15:00

未就学児と保護者 直接
会場へ

プレママ・プレパパサロン（沐
浴や妊婦疑似体験などをしま
す）

2/18㈯
14:00～
15:00

出産 (２人目以降
も可)を控える安
定期の母親と家族
６組〔先着〕

2/11
9:30～

■のびすく宮城野☎352･9813、FAX352･9812
催し名（内容） 日時 対象 受付

歩
ほ
っぷ１（みんなで楽しく楽

器遊びをします）
2/24㈮
10:30～
11:00

１歳児と保護者
20組〔先着〕

2/10
9:00～

お誕生会（２月生まれの子ど
ものお祝いをします）

2/27㈪
10:30～
11:10

２月生まれの
乳幼児と保護者
20組〔先着〕

2/13
9:00～

お知らせの見方は10ページ参照。未掲載のファクス番号については、広報課FAX211・1921へお問い合わせください

14仙台市政だより　29.２. 1

■のびすく仙台☎726･6181、FAX214･5071
催し名（内容） 日時 対象等 受付

障がい児ひろば（発達障害
のある子どもと保護者に広
場を開放します）

2/20㈪
10:00～
15:00

主に発達障害のある
子どもと保護者（休
館日のため一時預か
りはお休みです）

直接
会場へ

プレパパママ講座（沐
もくよく
浴・妊

婦疑似体験・助産師を囲んで
の交流会）

2/26㈰
10:00～
11:30

初めて父親・母親
（妊娠７カ月以降）に
なる方８組〔先着〕

2/8
9:30～

今月の採用情報　〔　〕内は募集人数

■市立病院非常勤嘱託職員
種類等 業務内容等 申し込み方法
①薬剤師
〔若干名〕
②臨床心理士
〔１人〕
③視能訓練士
〔１人〕

業務内容∥①調剤業務等②心
理検査業務等③視能訓練士の
専門業務／任用期間 ‖４月１
日から１年間（①②は年度単
位での更新の場合あり）

申履歴書と各職種の免
許証の写しを郵送で２
月17日（必着）までに
〒982-8502（住所記
入不要）市立病院総務
課☎308･7111

■訪問指導員等
種類等 業務内容等 申し込み方法

妊産婦・
新生児訪
問指導員
〔若干名〕

業務内容∥妊産婦や新生児のいる家庭を
訪問しての保健指導等／業務場所∥青
葉・泉区役所家庭健康課、宮城総合支所
保健福祉課。ただし、各家庭には自宅か
ら直接訪問／応募資格∥助産師または保
健師の免許を有する方／選考∥面接

申電話連絡の
上、履歴書（写
真貼付）と応
募資格の免許
証の写しを持
参で市役所上
杉分庁舎８階
子育て支援課
☎214･8189

育児ヘルプ
家庭訪問
事業・専門
指導員
〔２人〕

業務内容∥児童の養育について支援が必
要な家庭を訪問しての専門的な指導等／
業務場所∥宮城総合支所保健福祉課。た
だし、各家庭には自宅から直接訪問／応
募資格∥保健師または助産師の免許を有
する方／選考∥面接

■（公財）仙台市公園緑地協会パートタイム職員〔若
干名〕

業務内容等 申し込み方法
業務内容 ‖ 七北田公園都市緑化ホール内
軽食喫茶店での販売・簡単な調理等／応
募資格 ‖ 土・日曜日、祝休日も勤務が可
能な方／任用期間 ‖４月１日～10月31日
（平成30年４月から再雇用の場合あり）／
勤務時間 ‖ 8:30～17:00の時間帯で６時
間

申履歴書（写真貼付）を
郵送で２月12日（必着）
までに仙台市公園緑地
協会（〒982-0801太白
区八木山本町1-43（八
木山動物公園内）☎22
9･1606）

■市立保育所非常勤嘱託職員
業務内容／申し込み／問い合わせ先等

職種∥①保育士（延長保育等業務、クラス代替保育等業務）②技師（調
理・清掃業務）／応募資格∥①保育士登録を受けた方（３月末まで
の登録・取得見込みを含む）／雇用期間 ‖４月１日から１年以内／
下記の登録説明会で登録を受け付けます（直接会場へ。参加できな
い方は個別に対応しますのでお問い合わせください）
【登録説明会】期日∥２月12日㈰、３月５日㈰／時間∥10:00～／
会場∥市役所上杉分庁舎２階／内容∥勤務条件の説明と面接／持ち
物∥履歴書（写真貼付）と①は保育士証（登録・取得見込みを証明
するものでも可）の写し／問運営支援課☎214･8178

■市職員（医師）〔若干名〕
業務内容等 申し込み方法

業務内容 ‖ 主に健康福祉局または区役所保健福祉セ
ンターでの公衆衛生や地域保健福祉に関する業務／
応募資格 ‖ 次の①～④の全ての要件を満たす方①昭
和28年４月２日以降生まれ②日本国籍を有する③医
師免許を有する④医師法第16条の２の規定による臨
床研修を修了している、または採用予定日までに修
了する見込み（平成16年４月１日以後に医師免許を
申請し、かつ、取得した場合に限る）／選考 ‖随時（論
文・面接）

申市役所本庁
舎３階人事課
などで配布す
る申込書で／
問人事課☎2
14･1215

せ
ん
だ
い
食
の
安
全
サ
ポ
ー
タ

ー
募
集

◦
活
動
期
間‖

５
月
～
平
成
30
年
３

月　
◦
活
動
内
容‖

サ
ポ
ー
タ
ー
会

議
、
移
動
研
修
等
へ
の
参
加
、
市
が

作
成
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
や
市
の

食
品
安
全
施
策
へ
の
意
見
提
出
等　

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
で
平
成

28
年
度
に
せ
ん
だ
い
食
の
安
全
サ
ポ

ー
タ
ー
の
委
嘱
を
受
け
て
い
な
い
方

40
人
程
度
〔
選
考
〕　
◦
謝
礼
あ
り

（
年
間
８
千
円
以
内
）　
◦
託
児
あ
り

（
２
歳
以
上
の
未
就
学
児
。
要
申
し

込
み
）　
申
任
意
の
様
式
に
申
込
時

の
必
要
事
項
と
応
募
動
機
（
400
字
以

内
）、
年
齢
、
託
児
を
希
望
す
る
方

は
子
ど
も
の
年
齢
も
記
入
し
て
郵
送

で
２
月
20
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
980

│

8671
生
活
衛
生
課
☎
214
・
８
２
０
５

「
グ
リ
ー
ン
・
パ
ル
」
会
員
募
集

　
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
推
進
事
業

（
グ
リ
ー
ン
・
パ
ル
事
業
）
の
会
員

に
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
利
厚
生

事
業
が
利
用
で
き
ま
す
。

◦
加
入
資
格‖

資
本
金
３
億
円
以
下

ま
た
は
従
業
員
300
人
以
下
の
市
内
の

事
業
所
の
事
業
主
お
よ
び
従
業
員　

◦
事
業‖

慶
弔
共
済
金
の
給
付
、
宿

泊
施
設
・
人
間
ド
ッ
ク
の
利
用
助
成
、

会
員
交
流
会
、
フ
ル
ー
ツ
狩
り
等
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
、
融
資
の
あ
っ
せ
ん

な
ど　
◦
会
費‖

１
人
当
た
り
入
会

金
200
円
、
月
会
費
500
円　
◦
申
し
込

み
方
法
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhtt

ps://greenpal.or.jp/

を
ご
覧
く

だ
さ
い　
問
仙
台
ひ
と
・
ま
ち
交
流

財
団
☎
214
･
1
3
7
3

仙
台
大
志
高
等
学
校
・
仙
台
工

業
高
等
学
校
（
定
時
制
課
程
）

後
期
選
抜
の
お
知
ら
せ

◦
期
日‖

３
月
８
日
㈬
（
学
力
検

査
・
個
人
面
接
〔
個
人
面
接
は
仙
台

工
業
高
等
学
校
の
み
〕）　
◦
対
象‖

中
学
校
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
学

校
を
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）
し
た

方
、
ま
た
は
中
学
校
卒
業
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

◦
出
願
期
間‖
２
月
21
日
～
24
日
午

前
９
時
～
午
後
４
時
（
最
終
日
は
午

前
11
時
ま
で
）　
◦
選
抜
手
数
料‖

950
円　
◦
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
各
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い　
問
仙
台
大
志

高
等
学
校
☎
257
・
０
９
８
６
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.sendai-

c.ed.jp/~taishi/

、
仙
台
工
業
高

等
学
校
☎
237
・
5
3
4
1
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.sendai-c.

ed.jp/~sen2kou/

平
成
29
年
度
仙
台
大
志
高
等
学

校
科
目
履
修
生
（
聴
講
生
）
募

集◦
開
講
予
定
科
目‖

生
物
基
礎
、
美

術
Ⅱ
、
音
楽
Ⅰ
、
中
国
語
基
礎
、
中

国
語
会
話
、
韓
国
語
基
礎
、
韓
国
語

会
話
、
簿
記　
◦
対
象‖

平
成
29
年

４
月
１
日
現
在
15
歳
以
上
で
、
他
の

高
校
に
在
籍
し
て
お
ら
ず
、
講
座
の

開
設
期
間
（
半
年
ま
た
は
１
年
）
を

通
し
て
受
講
で
き
る
方　
◦
定
員‖

各
科
目
若
干
名
〔
先
着
〕　

◦
受
講

料‖

１
単
位
に
つ
き
１
７
５
０
円

（
教
材
費
等
は
実
費
）　
◦
募
集
期

間‖
３
月
23
日
～
28
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
（
必
着
）　
申
仙
台
大
志

高
等
学
校
で
配
布
（
平
日
午
前
９
時

～
午
後
４
時
）
す
る
募
集
要
項
の
申

込
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.sendai-c.ed.jp/~taishi/

か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
郵
送
に
よ

る
請
求
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
で　
問
仙

台
大
志
高
等
学
校
（
〒
983│

0842
宮
城

野
区
五
輪
１│

４│

10
☎
257
・
０
９

８
６
）

「
仙
台
・
レ
ン
ヌ
姉
妹
都
市
提
携

50
周
年
記
念
」
の
参
加
事
業
を

募
集
し
ま
す

　
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
レ
ン
ヌ
市
と
の

国
際
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
を
記
念

し
て
、
企
業
や
市
民
団
体
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
企
画
・
実
施
す
る
事
業
を

募
集
し
ま
す
。

◦
募
集
内
容‖

4
月
～
平
成
30
年
３

月
に
市
内
で
実
施
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
事
業
①
フ
ラ
ン
ス
の

文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
経
済
な

ど
の
魅
力
を
紹
介
し
、
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
も
の
②

フ
ラ
ン
ス
と
仙
台
の
交
流
・
相
互
理

解
の
促
進
、
友
好
関
係
の
強
化
に
資

す
る
も
の　
◦
審
査
に
よ
り
参
加
事

業
を
決
定
し
ま
す　
◦
募
集
期
間‖

平
成
30
年
１
月
末
ま
で　
◦
応
募
規

定
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　

問
交
流
企
画
課
☎
214
・
1
2
5
2

公
認
排
水
設
備
工
事
業
者
の
承

認
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
新
た
に
仙
台
市
公
認
排
水
設
備
工

事
業
者
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
方

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◦
期
間‖

２
月
１
日
㈬
～
28
日
㈫

問
建
設
局
業
務
課
☎
214
・
8
3
3
7

起
業
家
応
援
イ
ベ
ン
ト
「
セ
ン

ダ
イ
・
フ
ォ
ー
・
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
ス
２
０
１
７
」

◦
対
象‖

起
業
に
関
心
の
あ
る
方
１

０
０
０
人
〔
先
着
〕　
申
市
役
所
本

庁
舎
１
階
市
民
の
へ
や
、
区
役
所
総

合
案
内
な
ど
で
配
布
す
る
申
込
書
で

２
月
11
日
ま
で
に
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://sendai-startups.org/s
fs

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す　
問
地
域

産
業
支
援
課
☎
214
・
１
０
０
３

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
た
め
の
す

ぐ
に
役
立
つ
！　
再
就
職
セ
ミ

ナ
ー
「
教
え
て
！　
面
接
マ
ナ

ー
の
こ
と
」

◦
日
時‖

３
月
２
日
㈭
午
前
9
時
半

～
11
時
半　
◦
会
場‖

エ
ル
・
ソ
ー

ラ
仙
台　
◦
内
容‖

面
接
で
の
受
け

答
え
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
個
別
練
習

で
学
び
ま
す　
◦
対
象‖

市
内
に
お

住
ま
い
の
母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
の

方
お
よ
び
離
婚
を
考
え
て
い
る
子
育

て
中
の
女
性
10
人
〔
先
着
〕　
◦
託

児
あ
り
（
6
カ
月
～
未
就
学
児
。
要

申
し
込
み
）　
申
２
月
８
日
午
前
9

時
か
ら
電
話
で
（
託
児
は
2
月
23
日

ま
で
に
）
母
子
家
庭
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
212
・
４
３
２
２

日
時

内
容
等

会
場

2/12㈰
13:30
～
18:00
講
演
会

東北大学
川内萩ホール

（青葉区川内40）

18:15
～
20:15
交
流
会（
費
用‖

２
千
円
）

「
ジ
モ
ト
×
大
学
生
＋
保
護
者
」

地
元
就
職
入
門
セ
ミ
ナ
ー

◦
日
時‖

２
月
26
日
㈰
午
後
１
時
～

４
時　
◦
会
場‖

河
北
新
報
社
（
青

葉
区
五
橋
1│

2│

28
）　
◦
内
容

‖

地
元
企
業
の
紹
介
や
企
業
経
営
者

の
講
演
、
交
流
会
等　
◦
対
象‖

大

学
生
、
保
護
者
等
80
人
〔
抽
選
〕　

申
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.w

ise-sendai.jp/entry/

か
ら
２
月

12
日
ま
で
に　
問
地
域
産
業
支
援
課

☎
214
・
１
０
０
７ 

起
業
・
創
業
な
ん
で
も
相
談

D
A
Y
（
デ
ー
）

◦
日
時‖

3
月
16
日
㈭
①
午
後
１
時

～
２
時
②
午
後
１
時
～
４
時　
◦
会

場

‖

ア
エ
ル
７
階　
◦
内
容‖

①
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
起
業
講
座
「
私
な
ん
か

無
理
か
も
…
と
思
う
人
の
た
め
の
起

業
の
プ
ロ
セ
ス
」
②
窓
口
相
談　

◦

定
員

‖

①
10
人〔
先
着
〕　
申
2
月

６
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
ま
た
は
直

接
窓
口
へ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp:/

/w
w
w
.siip.city.sendai.jp/

か

ら
も
申
し
込
め
ま
す　
申
・
問
仙
台

市
産
業
振
興
事
業
団
☎
724
・
１
２
１

２こ
こ
か
ら
は
じ
め
る
！　
私
の

起
業
―
女
性
の
た
め
の
起
業
講

座◦
日
時‖

３
月
２
日
・
９
日
・
16
日

各
木
曜
日
（
全
３
回
）
午
後
６
時
半

～
９
時
半　
◦
会
場‖

ア
エ
ル
７
階

◦
内
容‖

起
業
に
必
要
な
基
礎
知
識

か
ら
起
業
ア
イ
デ
ア
の
ま
と
め
方
ま

で
を
学
び
ま
す　
◦
対
象‖

起
業
に

関
心
が
あ
る
、
ま
た
は
起
業
を
考
え

て
い
る
女
性
20
人
〔
先
着
〕　

◦
費

用‖

３
千
円　
申
市
役
所
本
庁
舎
１

階
市
民
の
へ
や
、
区
役
所
総
合
案
内

な
ど
で
配
布
す
る
申
込
書
で
２
月
６

日
午
前
９
時
か
ら
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.siip.city.sendai.

jp/

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す　
問
仙

台
市
産
業
振
興
事
業
団
☎
724
・
１
２

１
２

生
活
支
援
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
従
業
者
等
養
成
研
修

　
4
月
１
日
か
ら
実
施
す
る
仙
台
市

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

日
時

対
象

会
場

2/27㈪・
28㈫

（全２回）

10:00～16:00
支
援
員
と
し
て
従

事
す
る
予
定
の
方

な
ど
35
人
〔
抽
選
〕

市役所本庁舎
８階ホールほか

2/27㈪、
3/1㈬

（全２回）

管
理
者
と
し
て
従

事
す
る
予
定
の
方

な
ど
35
人
〔
抽
選
〕

し
ご
と
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仙台市政だより　29.２. 1 仙台市政だより　29.２. 1

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入 お知らせの見方は10ページ参照。未掲載のファクス番号については、広報課FAX211・1921へお問い合わせください

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の

お
知
ら
せ

①
働
き
た
い
障
害
の
あ
る
方
向
け
説

明
会

◦
日
時‖

ア
２
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬

イ
２
月
12
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
半

◦
会
場‖

ア
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
イ
福
祉
プ
ラ
ザ　
◦
内
容‖
障

害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
や

働
き
方
、
働
く
前
の
準
備
に
つ
い
て

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
15
歳

以
上
の
障
害
の
あ
る
求
職
中
の
方
と

そ
の
家
族
、関
係
者
各
10
人〔
先
着
〕

②
移
動
相
談

◦
日
時‖

２
月
12
日
㈰
午
後
１
時
～

３
時　
◦
会
場‖

福
祉
プ
ラ
ザ　
◦

対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
15
歳
以

上
の
障
害
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族
、

関
係
者

※
い
ず
れ
も
申
２
月
６
日
午
前
９
時

か
ら
電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
（
申
込

時
の
必
要
事
項
と
①
は
希
望
日
も
記

入
）
で
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
772
・
5
5
1
７
、
E
メ
ー
ルinfo

@
sendai-w

sc.jp

講
座「
今
日
は
、堀
Ｄ
Ａ
Ｙ（
デ

ー
）
参
観
日
」

　
４
メ
ー
ト
ル
四
方
の
地
図
を
使
用

し
、
ク
イ
ズ
形
式
で
六
郷
堀
・
七
郷

堀
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

講
座
・
催
し

宮
城
県
・
仙
台
市
小
中
学
校
児

童
生
徒
書
き
ぞ
め
展
覧
会

◦
日
時‖

2
月
18
日
㈯
～
20
日
㈪
午

前
10
時
～
午
後
６
時
半
（
最
終
日
は

午
後
３
時
ま
で
）　
◦
会
場‖

情
報・

産
業
プ
ラ
ザ　
◦
内
容‖

宮
城
県
お

よ
び
仙
台
市
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
に
よ
る
書
き
初
め
の
優
秀
作
品
の

展
示　
問
教
育
指
導
課
☎
214
・
８
８

７
５

春
の
火
災
予
防
運
動
キ
ッ
ク
オ

フ
イ
ベ
ン
ト 「
防
火
フ
ェ
ア
」

◦
日
時‖

３
月
１
日
㈬
午
後
１
時
半

～
４
時　
◦
会
場‖

ア
エ
ル
２
階

◦
内
容‖

一
日
消
防
局
長
「
み
ち
の

く
仙
台
Oお

RりI
☆
姫
隊
」
に
よ
る
防

火
を
呼
び
掛
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

農
業
で
住
み
ま
す
芸
人
「
キ
ン
グ
ビ

ス
ケ
ッ
ト
」
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
消

防
士
体
験
な
ど　
◦
直
接
会
場
へ　

問
消
防
局
予
防
課
☎
234
・
１
１
１
１

地
下
鉄
東
西
線
駅
な
か
メ
モ
リ

ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト

◦
日
時‖

２
月
11
日
㈷
午
後
２
時
～

２
時
50
分　
◦
会
場‖

青
葉
の
風
テ

ラ
ス
（
地
下
鉄
国
際
セ
ン
タ
ー
駅
２

階
）　
◦
出
演‖

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四

重
奏
（
叶
光
徳
、
大
場
さ
や
佳
、
佐

藤
由
紀
、
西
峰
里
美
）　
◦
直
接
会

場
へ　
◦
座
席
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す　
問
文
化
振
興
課
☎
214
・
６
１
３

９仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
定
期
演
奏
会

◦
日
時‖

２
月
11
日
㈷
午
後
３
時
開

演　
◦
会
場‖

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21　
◦

指
揮‖

パ
ス
カ
ル
・
ベ
ロ　
◦
テ
ュ

ー
バ‖

ピ
ー
タ
ー
・
リ
ン
ク　
◦
曲

目‖

ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン
「
パ
リ
の
ア

メ
リ
カ
人
」
ほ
か　
◦
入
場
料
（
全

席
指
定
）‖

S
席
５
千
円
ほ
か　
◦

未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん　
問

仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

☎
225
・
3
9
3
４

森
林
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座 

　
森
林
の
役
割
や
林
業
の
現
状
・
課

題
、
森
林
作
業
な
ど
を
学
び
ま
す
。

◦
期
間‖

4
月
～
平
成
30
年
2
月

（
全
11
回
。
各
回
土
曜
日
を
予
定
。

一
部
平
日
）　
◦
会
場‖

市
有
林

（
太
白
区
坪
沼
字
大
八
上
ほ
か
）、
生

出
・
根
白
石
市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か　

◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳

以
上
の
方
で
、
修
了
後
に
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
と
し
て
活
動
で

き
る
方
20
人
〔
選
考
〕　
申
市
役
所

本
庁
舎
１
階
市
民
の
へ
や
、
区
役
所

総
合
案
内
、
総
合
支
所
、
各
区
中
央

市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
す
る
申

込
書
で
3
月
10
日
（
必
着
）
ま
で
に

問
農
林
土
木
課
☎
214
・
8
2
6
4

冬
季
泉
ケ
岳
自
然
観
察
会　
　

 

◦
日
時‖

2
月
18
日
㈯
午
前
9
時
半

～
午
後
２
時
（
天
候
や
積
雪
の
状
況

に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り
）　
◦
内

容‖

①
軽
登
山
コ
ー
ス
②
自
然
観
察

コ
ー
ス
（
い
ず
れ
も
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

を
使
用
）　
◦
定
員‖

①
②
合
わ
せ

て
30
人
〔
抽
選
〕　
◦
費
用‖

１
０

０
０
円
（
昼
食
付
き
）　
◦
持
ち
物

‖

手
袋
・
帽
子
・
雨
具
・
飲
み
物
・

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
（
無
料
貸
し
出
し
有

り
）。
防
寒
の
で
き
る
服
装
と
防
水

性
の
あ
る
靴
で　
◦
集
合‖

オ
ー
エ

ン
ス
泉
岳
自
然
ふ
れ
あ
い
館
西
玄
関

前　
◦
各
コ
ー
ス
の
人
数
は
調
整
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す　
申
は
が
き
に

参
加
者
全
員
（
1
通
に
つ
き
2
人
ま

で
）
の
申
込
時
の
必
要
事
項
と
年
齢
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
使
用
経
験
の
有
無
、

希
望
コ
ー
ス
名
を
記
入
し
て
2
月
10

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
981│

3189
（
住

所
記
入
不
要
）
泉
ケ
岳
利
活
用
推
進

市
民
会
議
事
務
局
（
泉
区
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
内
）（
☎
は
10
ペ
ー
ジ
）

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座  

◦
日
時‖

２
月
23
日
～
３
月
16
日
の

毎
週
木
曜
日
（
全
４
回
）
午
前
９
時

半
～
正
午　
◦
会
場‖

七
郷
市
民
セ

ン
タ
ー　
◦
内
容‖

傾
聴
の
事
例
、

基
礎
知
識
の
習
得
な
ど　
◦
定
員‖

30
人
〔
抽
選
〕　
申
往
復
は
が
き
に

申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
２

学
び
の
ま
ち
仙
台
・
市
民
カ
レ

ッ
ジ

　
子
ど
も
や
若
者
が
抱
え
る
困
難
さ

を
理
解
し
、
家
族
や
地
域
の
方
に
よ

る
支
援
の
在
り
方
を
考
え
ま
す
。

◦
会
場‖

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

◦
定
員‖

各
50
人
程
度
〔
抽
選
〕　

申
電
話
ま
た
は
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス

（
申
込
時
の
必
要
事
項
と
受
講
希
望

日
を
記
入
）
で
２
月
24
日
ま
で
に
生

涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒
983│

0852

宮
城
野
区
榴
岡
４│

１│

８
☎
295･

０
４
０
３
、
℻
295
・
0
8
1
０
）

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
講
座

◦
日
時‖

３
月
３
日
㈮
・
17
日
㈮

（
全
２
回
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

◦
会
場‖

宮
城
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦
内
容‖

傾
聴
の
実
践
、
易
し
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど　
◦
対
象‖
市
内

に
お
住
ま
い
か
お
勤
め
の
18
歳
以
上

の
方
24
人
〔
抽
選
〕　
申
往
復
は
が

き
に
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
し

て
２
月
14
日
（
必
着
）
ま
で
に
宮
城

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
〒
989│

3125
青

葉
区
下
愛
子
字
観
音
堂
27│

１
☎

392
・
６
３
８
２
）

お
た
が
い
さ
ま
の
子
育
て
サ
ロ

ン◦
日
時‖

２
月
16
日
㈭
午
前
10
時
～

11
時
半　
◦
会
場‖

宮
城
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

親
子
で
道
具

を
使
っ
て
楽
し
く
運
動
し
ま
す　
◦

対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
０
歳
～

３
歳
の
乳
幼
児
と
保
護
者
20
組
〔
先

着
〕　
申
２
月
７
日
午
前
９
時
か
ら

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
申
込
時
の

必
要
事
項
を
記
入
）
で
。
直
接
施
設

も
可　
申
・
問
宮
城
社
会
福
祉
セ
ン

◦
日
時‖

2
月
12
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午　
◦
会
場‖

若
林
区
中
央
市
民

セ
ン
タ
ー　
◦
定
員‖

30
人
〔
先

着
〕　
申
２
月
６
日
午
前
８
時
半
か

ら
電
話
ま
た
は
直
接
若
林
区
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
（
☎
は
10
ペ
ー
ジ
）

せんだいメディアテークの催し

申・問せんだいメディアテーク☎713･4483

■ヒスロム　活動紹介展示
●期間‖２月21日㈫まで　●内容‖アーティストグル
ープ「ヒスロム」の近年の活動を紹介します
■こどもスクエア
●日時‖２月11日㈷～14日㈫10:00～16:00　●内容‖
オープンスクエアに、小さな子どもたちが安心して遊べ
る空間が登場します
■音声パソコンステップアップ講座
●日時‖２月18日㈯・19日㈰（全２回）13:00～16:30
●内容‖マルチメディアソフト i

アイ
T
チ ュ ー ン ズ
unesの活用講座　

●対象‖視覚に障害がある方で、音声環境でW
ウ イ ン ド ウ ズ

indows
パソコンを使用している方10人〔抽選〕　申電話で２月
10日までに
■考えるテーブル　てつがくカフェ
●日時‖２月18日㈯14:00～16:30　●内容‖「震災遺
構って何？」をテーマに参加者同士で対話します　●直
接会場へ
■アートノード・ミーティング
●日時‖２月19日㈰16:00～18:00　●内容‖アーティ
ストユニットK

コ
OS

ス
UG

ゲ
E1-16が昨年仙台で展開したアー

トプロジェクトを振り返ります　●直接会場へ
■仙台商人プロジェクト　アーティスト・トーク―S

ス ー
ue

と一緒にめぐる仙台商人との出会い旅
●日時‖２月22日㈬19:30～21:00　●会場‖家具の大
丸（青葉区本町2-6-32）　●出演‖スー・ハイドゥー（ア
ーティスト）　●定員‖30人〔先着〕　●直接会場へ

相談内容 日時 電話 会場・その他

司法書士による無
料法律相談

2/11㈷
13:00～16:00
（１人60分）

消費生活セン
ター
☎268･7867

不動産登記・相続な
どの法律相談／予
約制／申2/6～10
の9:00～18:00に
電話で

生活困りごとと、
こころの健康相談
会

2/14㈫
13:00～16:00

宮城県司法書
士会
☎263･6755

司法書士・精神保健
福祉士等が対応／
宮城県司法書士会
館で／予約制

無料法律相談とこ
ころの健康相談会

2/18㈯
13:00～17:00

仙台いのちの
電話事務局
☎718･4401

カウンセラー・弁護
士が対応／福祉プ
ラザで／予約制／
託児あり

電話による消費生
活特別相談

2/19㈰
10:00～16:00
（１人30分）

消費生活特別
相談ダイヤル
☎212･3110

弁護士・司法書士・
消費生活相談員が
対応

経営に関する法律
相談

2/15㈬
9:15～12:00

仙台市産業振
興事業団
☎724･1212

弁護士が対応／アエ
ル７階で／予約制

休日・夜間の起業
相談

2/9㈭・23㈭
17:15～20:15、
2/19㈰

9:00～17:00

アエル７階で／予約
制／申2/6の9:00か
ら電話で

キャリア・コンサ
ルティング

毎週㈭
10:00～17:00
（第３木曜のみ
14:00～20:00）

アエル７階で／予約
制／申区役所総合案
内などで配布する
申込書で。ホームペ
ージhttp://www.s
iip.city.sendai.jp/
からも申し込み可

弁護士による多重
債務無料法律相談

2/25㈯
10:00～12:00、
13:00～15:00
（１人30分）

消費生活セン
ター
☎268･7867

予約制／申2/6～17
の9:00～18:00に
電話で

遺伝カウンセリン
グ 2/28㈫

区役所家庭健
康課
（☎は10ペー
ジ）

専門医が対応／予約
制

せんだい妊娠ほっ
とライン

毎週㈪・㈬・㈮
10:00～19:00

み や ぎ 子育
て・女性健康
支援センター
☎229･2388

思いがけない妊娠の
悩みに助産師が対応
／Ｅメールsiensen
ter@gmail.comで
も相談可

シングルマザーの
就業・自立相談

毎週㈫
11:00～19:00、
毎週㈬～㈯
9:00～17:00

母子家庭相談
支援センター
☎212･4322

予約制／託児あり

高齢者に関わる総
合相談

◦一般相談
10:30～16:30
◦専門相談
指定日時(※)

シルバーセン
ター総合相談
センター
☎215･4135

(※)専門相談（税務・
年金・法律）は予約
制。曜日や時間など
詳しくはお問い合わ
せを

住環境・ダニアレ
ルギー相談 随時

区役所衛生課
（☎は10ペー
ジ）

必要に応じて、ホル
ムアルデヒドなどの
簡易測定・ダニアレ
ルゲン量測定を実施

女性への暴力相談
電話

㈪・㈬～㈮
9:00～17:00、

㈫
9:00～19:00

相談専用電話
☎268･5145 ー

女性のための電話
相談

毎週㈪・㈬～㈯
9:00～15:30

エル・ソーラ
仙台電話相談
専用
☎224･8702

女性相談員が対応

外
がい
国
こく
人
じん
相
そう
談
だん 随

ずい
時
じ

9:00～20:00

仙
せん
台
だい
国
こく
際
さい
セン

ター交
こう
流
りゅう
コー

ナー
☎224･1919

英
えい
語
ご
、中

ちゅう
国
ごく
語
ご
、韓
かん
国
こく

語
ご
、ポルトガル語

ご
、

タガログ語
ご
、ベトナ

ム語
ご
で対応

―定例の相談窓口も通常通り開設しています―

相談窓口　   秘密厳守

タ
ー
☎
392
・
６
３
８
２
、
℻
392
・
７

７
３
６

日
時

内
容

3/4
㈯

14:00～16:00
東
北
大
学
准
教
授
・
若
島
孔
文

氏
に
よ
る
、
生
き
づ
ら
さ
を
感

じ
る
子
ど
も
や
若
者
の
現
状
等

に
関
す
る
講
話

3/11
㈯

（
特
活
）
ア
ス
イ
ク
代
表・大
橋

雄
介
氏
に
よ
る
子
ど
も
の
貧
困

に
関
す
る
講
話

3/18
㈯

国
立
病
院
機
構
小
児
科
医
師
・

田
澤
雄
作
氏
に
よ
る
情
報
メ
デ

ィ
ア
や
進
学
競
争
等
の
影
響
に

関
す
る
講
話

月
14
日
（
必
着
）
ま
で
に
七
郷
市
民

セ
ン
タ
ー
（
〒
984│

0032
若
林
区
荒
井

字
堀
添
65│

５
☎
288
・
８
７
０
０
）

■「星空と路
みち
」上映室

●日時‖２月25日㈯10:00～19:20、２月26日㈰10:00
～18:50　●内容‖「３がつ11にちをわすれないために
センター」の参加者が記録した、震災にまつわるさまざ
まな映像の上映会　●直接会場へ
■ラジオてつがくカフェ
●日時‖２月25日㈯15:15～17:45　●内容‖高校生の
視点から震災や原発事故を見つめた３つの音声記録を聴
いた後、「『相馬クロニクル』の作品から『想像力』を問
い直す」をテーマに参加者同士で対話します　●直接会
場へ
■「せんだいデザインリーグ2017卒業設計日本一決定
戦」応募作品展覧会
●日時‖３月５日㈰～12日㈰10:00～19:00（最終日は
15:00まで）　●内容‖建築を学ぶ学生の卒業設計の中
から日本一を決める大会に、全国から応募された作品の
展覧会
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２
月
の
お
知
ら
せ

仙台市政だより　29.２. 1

Ｎ
Ａ
Ｖ
ｉ
Ｓ
（
ナ
ビ
ス
）
パ
ソ

コ
ン
教
室

◦
定
員‖

各
12
人
〔
先
着
〕　
◦
テ

キ
ス
ト
代
別
途　
◦
定
員
に
満
た
な

い
コ
ー
ス
は
開
催
し
な
い
場
合
も
あ

り　
申
２
月
10
日
午
前
９
時
半
か
ら

電
話
で
ナ
ビ
ス
☎
298
・
3
7
0
９

た
ま
き
さ
ん
サ
ロ
ン
講
座
「
新

聞
紙
で
バ
ッ
グ
作
り
―
折
り
紙

か
ら
生
ま
れ
る
技
と
彩
」

◦
日
時‖

３
月
４
日
㈯
午
後
１
時
～

３
時　
◦
定
員‖

25
人
〔
抽
選
〕。

小
学
生
は
保
護
者
同
伴　
◦
講
師‖

仙
台
市
生
活
学
校
連
絡
協
議
会
・
祝い
わ
い

前さ
き
清
美
氏　
申
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
に
申
込
時
の
必
要
事
項
と
年
齢

を
記
入
し
て
２
月
20
日
ま
で
に
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.tam

a
ki3.jp/

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す 　

申
・
問
た
ま
き
さ
ん
サ
ロ
ン
（
〒
980

│

0845
青
葉
区
荒
巻
字
青
葉
468│

１
☎

214
・
１
２
３
３
、
℻
393
・
５
０
３
８
）

お
持
ち
帰
り
フ
ェ
ア　
　
　
　

 

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
供
さ
れ
た

日
用
雑
貨
な
ど
を
、
持
ち
帰
る
こ
と

ー
セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

タ
ブ
レ
ッ

ト
の
基
本
的
な
操
作
方
法
の
講
習
、

ア
プ
リ
の
紹
介　
◦
対
象‖

市
内
に

お
住
ま
い
か
お
勤
め
の
60
歳
以
上
の

方
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
初
心
者
20
人

〔
抽
選
〕　
申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必
要
事

項
と
年
齢
を
記
入
）
で
2
月
13
日
ま

で
に
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
☎
215
・
3

1
7
0
、
℻
215
・
４
１
４
０
、
E
メ

ー
ルkouryu4@

sendai-hw
.or.

jp交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
講
座　
　

 

　
障
害
の
あ
る
方
や
高
齢
の
方
な
ど

の
乗
り
降
り
の
補
助
、
移
動
の
手
伝

い
に
役
立
て
る
た
め
、
市
バ
ス
や
地

下
鉄
、
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

◦
日
時‖

２
月
19
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
０
時
半　
◦
会
場‖

地
下
鉄
勾

当
台
公
園
駅　
◦
対
象‖

市
バ
ス
や

地
下
鉄
を
利
用
す
る
中
学
生
以
上
の

方
30
人
〔
抽
選
〕　
申
は
が
き
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
に
申
込
時
の
必
要
事
項

と
年
齢
を
記
入
し
て
２
月
13
日
（
必

着
）
ま
で
に
。
交
通
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す　
申
・
問

交
通
局
経
営
企
画
課
（
〒
980│

0801
青

葉
区
木
町
通
１│

４│

15
☎
712
・
８

３
１
２
、
℻
224
・
５
５
０
６
）

講
話
「
視
覚
障
害
者
の
読
書
環

境
の
現
況
に
つ
い
て
」

◦
日
時‖

2
月
24
日
㈮
午
後
２
時
～

４
時　
◦
会
場‖

宮
城
野
区
中
央
市

民
セ
ン
タ
ー　
◦
定
員‖

50
人
〔
先

着
〕　
◦
講
師‖

宮
城
県
視
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー
職
員　
申
２
月
６

日
午
前
10
時
か
ら
電
話
で
宮
城
野
図

書
館
☎
256
・
7
3
6
1

障
害
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座◦
日
時‖

３
月
10
日
㈮
午
前
10
時
～

午
後
２
時
半　
◦
会
場‖

太
白
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

知
的

障
害
・
身
体
障
害
（
肢
体
不
自
由
・

視
覚
障
害
）
の
基
本
的
理
解
に
つ
い

て　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の

18
歳
以
上
の
方
で
、
受
講
後
、
障
害

者
相
談
支
援
事
業
所
ハ
ン
ズ
太
白
と

太
白
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
協
力

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
し
活
動

で
き
る
方
10
人
〔
先
着
〕　
申
2
月

7
日
午
前
10
時
か
ら
電
話
ま
た
は
E

メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記

入
）
で
。
直
接
窓
口
も
可　
申
・
問

太
白
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
308
・

８
８
０
１
、
E
メ
ー
ルoffice-ta@

shinsyou-sendai.or.jp

視
覚
障
害
者
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ミ
ニ
講
座

◦
日
時‖

２
月
17
日
㈮
午
後
１
時
半

～
３
時
半　
◦
会
場‖

旭
ケ
丘
市
民

セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

視
覚
障
害
の

あ
る
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の

講
義
と
実
技　
◦
定
員‖

20
人
〔
先

着
〕　
申
２
月
６
日
午
前
９
時
か
ら

電
話
で
仙
台
市
中
途
視
覚
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
212
・
１
１
３
１

仙台市政だより　29.２. 1

が
で
き
ま
す
。

◦
期
日‖

２
月
11
日
㈷
・
12
日
㈰　

◦
会
場‖

今
泉
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

◦
提
供
内
容‖

食
器
、
日
用
品
、
バ

ッ
グ
、
着
物
生
地
な
ど
各
日
約
400
点

（
い
ず
れ
も
リ
サ
イ
ク
ル
品
）　
◦

対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳
以

上
の
方　
◦
持
ち
帰
り
は
期
間
中
一

人
１
点
ま
で　
◦
両
日
と
も
無
く
な

り
次
第
終
了　
問
今
泉
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
☎
289
・
６
４
０
１

消
費
生
活
講
座
「
消
費
者
被
害

防
止
は
テ
・
キ
・
カ
・
ク
に
！
」

◦
日
時‖

３
月
10
日
㈮
午
後
１
時
半

～
４
時　
◦
会
場‖

エ
ル
・
パ
ー
ク

仙
台　
◦
内
容‖

消
費
者
団
体
訴
訟

制
度
等
に
関
す
る
講
演
と
、
消
費
者

被
害
の
事
例
紹
介　
◦
定
員‖

100
人

〔
抽
選
〕　
申
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
E
メ
ー
ル
（
件
名
に
「
消
費
生

活
講
座
申
し
込
み
」
と
記
入
）
に
申

込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
２
月

28
日
（
必
着
）
ま
で
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
〒
980│

8555
（
住
所
記
入
不

要
）
☎
268
・
7
0
4
0
、
℻
268
・
8

3
0
9
、E
メ
ー
ルsim

004140@
city.sendai.jp

）

障
害
の
あ
る
方
の
ス
キ
ー
教
室 

◦
日
時‖

２
月
26
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午　
◦
会
場‖

み
や
ぎ
蔵
王
え
ぼ

し
リ
ゾ
ー
ト
（
刈
田
郡
蔵
王
町
遠
刈

田
温
泉
倉
石
岳
国
有
林
内
）　
◦
対

象‖

市
内
に
お
住
ま
い
で
障
害
の
あ

る
方
５
人
〔
抽
選
〕　
◦
持
ち
物‖

ス
キ
ー
用
具
。
ス
キ
ー
が
で
き
る
服

装
で　
申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必
要
事
項
と

年
齢
を
記
入
）
で
２
月
22
日
ま
で
に

仙
台
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎

236
・
８
６
９
０
、
℻
236
・
８
６
９
１
、

Ｅ
メ
ー
ルsdsa@

pop21.odn.n
e.jp知

的
障
害
の
あ
る
方
の
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

◦
日
時‖

２
月
25
日
㈯
午
前
９
時
半

～
10
時
半
、
11
時
～
正
午　
◦
会
場

‖

福
祉
プ
ラ
ザ　
◦
対
象‖

市
内
に

お
住
ま
い
で
知
的
障
害
の
あ
る
15
歳

以
上
の
方
（
在
学
中
の
方
を
除
く
）

各
10
人
〔
抽
選
〕。
付
き
添
い
可　

◦
費
用‖
各
１
６
０
０
円　
申
電
話

で
２
月
10
日
ま
で
に
仙
台
市
知
的
障

害
者
関
係
団
体
連
絡
協
議
会
☎
211
・

5
0
3
0
、
℻
211
・
7
0
7
1

知
的
障
害
の
あ
る
方
の
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室

◦
日
時‖

２
月
26
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
１
時　
◦
会
場‖

太
白
区
中
央

市
民
セ
ン
タ
ー　
◦
対
象‖

市
内
に

お
住
ま
い
で
知
的
障
害
の
あ
る
15
歳

以
上
の
方
（
在
学
中
の
方
を
除
く
）

16
人
〔
抽
選
〕。
付
き
添
い
可　
◦

費
用‖

900
円
（
付
き
添
い
の
方
は
500

円
）　
申
電
話
で
２
月
10
日
ま
で
に

仙
台
市
知
的
障
害
者
関
係
団
体
連
絡

協
議
会
☎
211
・
5
0
3
0
、
℻
211
・

7
0
7
1

２
月
の
お
知
ら
せ

視
覚
障
害
の
あ
る
方
の
社
会
生

活
教
室
―
簡
単
料
理
教
室

◦
日
時‖

３
月
11
日
㈯
午
後
１
時
～

３
時
半　
◦
会
場‖

福
祉
プ
ラ
ザ　

◦
内
容‖

火
を
使
わ
な
い
で
作
る
料

理
数
品
の
調
理
と
試
食　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い
の
視
覚
障
害
の
あ

る
方
20
人
〔
抽
選
〕　
◦
費
用‖

500

円　
◦
持
ち
物‖

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ

ル　
申
電
話
で
３
月
６
日
ま
で
に
仙

台
市
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
☎
・
℻

213
・
5
8
1
1

シ
ニ
ア
の
た
め
の
ス
マ
ホ
講
習

会
「
ス
マ
ホ
サ
ロ
ン
＠
（
ア
ッ

ト
）
仙
台
」

◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー　
◦

費
用‖

3
千
円　
申
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必

要
事
項
と
年
齢
を
記
入
）
で
2
月
13

日
ま
で
に
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
☎

215
・
3
1
7
0
、
℻
215
・
４
１
４
０
、

E
メ
ー
ルkouryu2@

sendai-hw
.

or.jpは
じ
め
て
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座 

◦
日
時‖

3
月
13
日
㈪
午
前
10
時
～

午
後
３
時
15
分　
◦
会
場‖

シ
ル
バ

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入 お知らせの見方は10ページ参照。未掲載のファクス番号については、広報課FAX211・1921へお問い合わせください

問①せんだい3.11メモリアル交流館☎390･9022②⑥せ
んだい演劇工房10-BOX☎782･7510③④⑤仙台市市民
文化事業団☎727･1875

仙台市市民文化事業団の催し
①企画展「街からの伝言板―紡がれたことばたち」関連
トークイベント「インフラを繋ぎ直した人たち」
●日時 ‖２月11日㈷14:00～16:00　●会場 ‖ せんだい
3.11メモリアル交流館（地下鉄荒井駅舎内）　●内容 ‖東
日本大震災で被害を受けたインフラの復旧に関わった方々
をゲストに招き、当時を振り返りながら都市の課題を共有
します　●直接会場へ
②能のおけいこ体験講座

講座名 日時 講師 費用
喜多流「船

ふな
弁
べん
慶
けい
」

の謡
うたい
と仕舞

2/15㈬・16㈭、3/8㈬・
9㈭、4/3㈪・4㈫（全６回）

13:00～15:00

喜多流
能楽師・
佐藤寛泰氏

10,000
円

金春流「二
ふたり
人静

しずか
」

「三
み
輪
わ
キリ」の

謡と仕舞

3/12、4/23、5/21、6/4・
11、7/16各日曜日（全６回）

10:30～12:00

金春流
能楽師・
本
もと
屋
や
禎
よし
子
こ
氏
3,000
円

老人福祉センターの催し
市内にお住まいの60歳以上の方が対象です。催しの内容、持ち
物など詳しくは各センターへお問い合わせください

■小鶴老人福祉センター☎・FAX236･4171

申電話または直接施設へ

催し名等 日時 定員 受付
脳と体を刺激して認知症を予
防しよう（認知症予防の運動）2/22㈬

13:30～
15:00

20人
〔先着〕

2/7
9:30～

■高砂老人福祉センター（〒983-0014宮城野区高砂
1-24-9☎259･7860、FAX259･7882）

●対象∥麻雀初心者　●費用∥1,000円　申往復はがきに
催し名、住所、氏名（フリガナ）、年齢、電話番号、麻雀歴
を記入して施設へ郵送

催し名 日時 定員 受付
健康麻

マージャン
雀教室

（入門コース）
3/1～4/26の毎週水曜日
（3/22を除く。全８回）

10:00～
12:00

12人
〔抽選〕

2/17
（必着）

■泉中央老人福祉センター（〒981-3131泉区七北田
字菅間38☎・FAX373･1285、Ｅメールizuminoie@u
topia.ocn.ne.jp）

●費用∥1,000円　申往復はがきに催し名、住所、氏名（フ
リガナ）、年齢、電話番号を記入して施設へ郵送またははが
き持参。Ｅメールも可

催し名等 日時 定員 受付
うどん打ち体験教室（会場 ∥

泉社会福祉センター） 3/15㈬ 9:00～
14:00

20人
〔抽選〕

2/15
（必着）

催し名 日時 定員 受付
みんなで歌おう！うたごえ
喫茶店 2/23㈭ 13:00～

15:00
50人
〔先着〕

2/6
9:00～

■亀岡老人福祉センター☎・FAX225･2811

申電話または直接施設へ

■郡山老人福祉センター☎308･5332、FAX308･5334
催し名 日時 定員 受付

健康日本舞踊体操 2/23㈭ 13:30～
15:00

12人
〔抽選〕

2/17
（必着）

申電話または直接施設へ

■大野田老人福祉センター☎・FAX247･1005
催し名 日時等 定員 受付

シニアボランティア
育成講座―地域でボ
ランティアしてみま
せんか？

2/13㈪10:00～12:00、
2/16㈭13:00～15:00、
２月下旬（活動体験）

（全３回）

20人
〔先着〕

2/7
10:00～

申電話または直接施設へ

日
時

コ
ー
ス

費
用

2/21㈫・
22㈬

（全２回）

9:30～16:30
ワ
ー
ド
2
0
1
3

―
レ
イ
ア
ウ
ト
テ

ク
ニ
ッ
ク

各17,280円

2/23㈭・
24㈮

（全２回）

エ
ク
セ
ル
２
０
１

３
―
仕
事
の
ス
ゴ

技
関
数
テ
ク
ニ
ッ

ク

日
時

内
容

対
象

3/6㈪・7㈫
（全２回）

10:00～15:00

電話・カメラ・SNSなど、
スマートフォンの基本
操作を学びます

市
内
に
お
住
ま
い

か
お
勤
め
の
60
歳

以
上
の
方
で
、
連

続
の
ス
マ
ホ
講
座

を
受
講
し
た
こ
と

の
な
い
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
初
心
者
ま

た
は
未
経
験
者
16

人
〔
抽
選
〕

●会場∥能-B
ボックス
OX　●定員∥各15人程度〔先着〕　●持ち

物∥白足袋　申２月６日10:00から電話で
③A

ア ズ
Z9

ナイン
ジュニア・アクターズ仙台招

しょう
聘
へい

公演「村田スカイ
マメーズ奥州蛇

じゃ
藤
ふじ

伝説2017」
●日時∥２月26日㈰14:00開演　●会場∥日立システムズ
ホール仙台　●入場料（全席指定）∥1,200円　●チケッ
トは仙台市市民文化事業団、イズミティ21ほかで販売中　
●３歳以下は入場できません
④スーパージャズコンサート　古野光昭フルノーツ×山下
洋輔&渡辺香津美
●日時∥２月28日㈫19:00開演　●会場∥イズミティ21
●入場料（全席指定・前売り）∥S席5,000円、A席3,000
円　●チケットは仙台市市民文化事業団、イズミティ21ほ
かで販売中　●未就学児は入場できません
⑤オリジナルミュージカル「仙台ねこ」プレ企画―ねこ・
プレ
●日時∥３月４日㈯15:00開演　●会場∥日立システムズ
ホール仙台　●内容 ‖８月上演のミュージカル「仙台ね
こ」の演出家らによるお話と試演　●入場料（全席自由）
∥500円　●チケットは仙台市市民文化事業団、イズミテ
ィ21、せんだい演劇工房1

テン
0-BOXで販売中

⑥10-BOX　舞台芸術見本市
　親子で楽しめる子ども向けのワークショップや鑑賞プロ
グラム（一部有料）などを行います。内容など詳しくはお
問い合わせいただくか、ホームページhttp://www.gekit
o.jp/をご覧ください。
●日時∥３月４日㈯・５日㈰11:00～17:00　●会場∥せ
んだい演劇工房10-BOX　●直接会場へ

■台原老人福祉センター（〒981-0903青葉区台原森
林公園1-3☎233･3901、FAX233･4248）
催し名等 日時 定員 受付

ゆるりヨーガ講
座（ヨガ療法）

2/22㈬、3/8㈬
（全２回）

13:30～
15:00

15人
〔抽選〕

2/10
（必着）

申往復はがきに催し名、住所、氏名（フリガナ）、年齢、電
話番号を記入して施設へ郵送またははがき持参
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２
月
の
お
知
ら
せ

仙台市政だより　29.２. 1

難
病
医
療
相
談
会
　
　
　
　
　 

◦
日
時‖

２
月
18
日
㈯
午
後
１
時
半

～
４
時
半　
◦
会
場‖

仙
台
西
多
賀

病
院
診
療
研
修
棟
（
太
白
区
鈎
取
本

町
２
─
11
─
11
）　
◦
内
容‖

「
筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
関
す
る
治
療
研

究
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
話
と
相

談
会　
◦
定
員‖

100
人
〔
先
着
〕　

◦
直
接
会
場
へ　
問
障
害
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
771
・
６
５
１
１

遊
湯
う
倶
楽
部
（
ゆ
う
ゆ
う
く

ら
ぶ
）

◦
内
容‖

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
介
護
予

防
運
動
等
の
イ
ベ
ン
ト
、
入
浴
、
昼

食
（
②
④
は
持
参
ま
た
は
予
約
弁

当
）
等　
◦
対
象‖

65
歳
以
上
で
介

護
保
険
の
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方
①
③
各
30
人
②

④
各
10
人
〔
い
ず
れ
も
抽
選
〕　
◦

縄
文
ふ
ゆ
の
コ
ン
サ
ー
ト

◦
日
時‖

2
月
11
日
㈷
午
後
１
時
～

３
時　
◦
縄
文
風
お
や
つ
の
試
食
も

あ
り
ま
す　
◦
直
接
会
場
へ

週
末
体
験
講
座
「
ど
ん
ぐ
り
料
理
を

つ
く
ろ
う
」

　
縄
文
人
が
食
べ
て
い
た
ど
ん
ぐ
り

を
使
っ
て
、
縄
文
風
の
料
理
に
挑
戦

し
ま
す
。

◦
日
時‖

3
月
４
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
２
時　
◦
対
象‖

小
学
生
以
上

20
人
〔
抽
選
〕。
小
学
生
は
保
護
者

同
伴　
◦
費
用‖

200
～
400
円
程
度　

申
往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

E
メ
ー
ル
に
参
加
者
全
員
の
申
込
時

の
必
要
事
項
と
学
生
は
学
年
も
記
入

し
て
２
月
18
日
（
必
着
）
ま
で
に

※
い
ず
れ
も
申
・
問
縄
文
の
森
広
場

（
〒
982│

0815
太
白
区
山
田
上
ノ
台
町

10│

1
☎
307
・
5
6
6
5
、
℻
743
・

6
7
7
1
、
E
メ
ー
ルj-hiroba@

cap.ocn.ne.jp

）

大
倉
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
の
催

し①
大
倉
・
雛ひ
な

祭
り

◦
日
時‖

２
月
９
日
㈭
～
３
月
５
日

㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時　
◦
内
容

‖

古
民
家
に
ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま

す
。
３
月
３
日
は
甘
酒
を
振
る
舞
い

ま
す
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）　
◦

直
接
会
場
へ

②
親
子
で
雪
遊
び
し
よ
う

◦
日
時‖

２
月
12
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
3
時　
◦
内
容‖

そ
り
や
ス
ノ

ー
モ
ー
ビ
ル
に
乗
っ
た
り
、
親
子
対

抗
で
的
当
て
を
し
た
り
し
ま
す　
◦

対
象‖

親
子
20
組
〔
先
着
〕　
◦
費

用‖

1
組
2
4
0
0
円（
昼
食
付
き
）

③
野
鳥
の
観
察
と
巣
箱
作
り

◦
日
時‖

３
月
11
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
3
時　
◦
内
容‖

野
鳥
の
巣
箱

を
作
り
、
生
態
を
観
察
し
ま
す　
◦

対
象‖

親
子
15
組
〔
先
着
〕　
◦
費

用‖

1
組
１
5
0
0
円（
昼
食
付
き
）

※
②
③
の
申
２
月
６
日
午
前
10
時
か

ら
電
話
で　
申
・
問
大
倉
ふ
る
さ
と

セ
ン
タ
ー
☎
391
・
2
0
6
０

大
人
の
未
来
学
校
「
プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
に
学
ぶ
メ
ン
タ
ル
の
鍛
え

方
」

◦
日
時‖

３
月
５
日
㈰
午
後
１
時
半

～
３
時　
◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ
ン

タ
ー　
◦
対
象‖

市
内
に
お
住
ま
い

か
お
勤
め
の
30
歳
代
～
50
歳
代
の
方

50
人
〔
先
着
〕　
◦
講
師‖

日
本
女

子
プ
ロ
野
球
リ
ー
グ
埼
玉
ア
ス
ト
ラ

イ
ア
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
・
辻
内
崇
伸
氏

◦
費
用‖

500
円　
◦
託
児
あ
り
（
２

歳
以
上
の
未
就
学
児
６
人
〔
先
着
〕。

要
申
し
込
み
）　
申
2
月
6
日
午
前

9
時
か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
（
申
込
時
の
必
要
事
項
と

年
齢
、
託
児
希
望
の
有
無
を
記
入
）

で
（
託
児
は
2
月
15
日
ま
で
に
）。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.sen

kenhuku.com
/

か
ら
も
申
し
込

め
ま
す　
申
・
問
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ

ー
☎
215
・
３
１
７
０
、
℻
215
・
４
１

４
０
、Ｅ
メ
ー
ルkouryu3@

send
ai-hw

.or.jp

仙台市政だより　29.２. 1

①
③
は
J
R
仙
台
駅
東
口
か
ら
送
迎

（
無
料
）
あ
り
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い　
申
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
（
申
込
時
の
必
要
事
項
と

①
③
は
送
迎
希
望
の
有
無
、
②
④
は

予
約
弁
当
の
有
無
を
記
入
）
で
①
２

月
13
日
②
２
月
21
日
③
３
月
３
日
④

３
月
６
日
ま
で
に
健
生
㈱
☎
771
・
０

８
５
１
、
℻
375
・
７
１
１
７　
問
高

齢
企
画
課
☎
214
・
8
1
6
7

小
児
慢
性
特
定
疾
病
講
演
会

「
免
疫
系
に
不
安
を
抱
え
な
が

ら
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち

へ
」

◦
日
時‖
２
月
25
日
㈯
午
後
２
時
～

４
時
半　
◦
会
場‖
仙
台
国
際
セ
ン

タ
ー　
◦
定
員‖
40
人
〔
先
着
〕　

◦
講
師‖

仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
総
合

成
育
部
長
・
久く

間ま

木き

悟
氏　
申
２
月

６
日
午
前
10
時
か
ら
電
話
で
小
慢
さ

ぽ
ー
と
せ
ん
た
ー
☎
273
・
6
0
0
8

（
平
日
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１

時
～
４
時
）　
問
子
育
て
支
援
課
☎

214
・
８
１
８
９

ア
ー
チ
ル
療
育
セ
ミ
ナ
ー
「
育

て
に
く
さ
を
抱
え
る
こ
ど
も
の

支
援
を
考
え
る
―
身
近
な
地
域

で
の
児
童
発
達
支
援
の
課
題
と

展
望
」

◦
日
時‖

2
月
18
日
㈯
午
後
１
時
半

～
５
時　
◦
会
場‖

福
祉
プ
ラ
ザ　

◦
定
員‖

300
人
〔
先
着
〕　
申
2
月

６
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
（
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記

入
）
で
北
部
発
達
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
375
・
０
１
１
０
、
℻
375
・
０
１

４
２

仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団
の
催

し知
っ
て
役
立
つ
福
祉
用
具
講
座
「
食

事
に
役
立
つ
福
祉
用
具
を
知
ろ
う
―

使
い
や
す
い
食
器
や
自
助
具
を
体
験

し
よ
う
」

◦
日
時‖

３
月
13
日
㈪
午
前
10
時
半

～
11
時
半　
◦
定
員‖

15
人〔
先
着
〕

テ
ー
マ
別
介
護
講
座
「
認
知
症
の
症

状
と
介
護
の
コ
ツ
―
言
葉
・
し
ぐ
さ

か
ら
サ
イ
ン
を
読
み
取
ろ
う
」

◦
日
時‖

３
月
16
日
㈭
午
前
10
時
～

正
午　
◦
定
員‖

60
人
〔
先
着
〕　

※
い
ず
れ
も
◦
会
場‖

シ
ル
バ
ー
セ

ン
タ
ー　
申
２
月
６
日
午
前
９
時
か

ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
（
申
込
時
の
必
要
事
項
を
記
入
）

で
仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団
☎
215
・

3
7
1
1
、
℻
215
・
3
7
1
8
、
Ｅ

メ
ー
ルsenkaigo@

nifty.com

市
民
園
芸
講
座
「
鉢
植
え
バ
ラ

の
剪
定
（
せ
ん
て
い
）
と
植
え

替
え
」（
実
習
） 

◦
日
時‖

2
月
25
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
半　
◦
会
場‖

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ

ス
勾
当
台　
◦
定
員‖

10
人〔
抽
選
〕

◦
持
ち
物‖

お
持
ち
の
鉢
バ
ラ
（
つ

る
バ
ラ
不
可
。
鉢
サ
イ
ズ
７
号
～
８

号
）・
剪
定
ば
さ
み
・
皮
手
袋
。
汚
れ

て
も
よ
い
服
装
で　
◦
費
用‖

800
円

申
往
復
は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

申
込
時
の
必
要
事
項
と
鉢
の
大
き
さ

を
記
入
し
て
２
月
10
日
ま
で
に
グ
リ

ー
ン
ハ
ウ
ス
勾
当
台
（
〒
980│

0803
青

葉
区
国
分
町
３
─
１
─
１
☎
264
・
３

９
２
４
、
Ｅ
メ
ー
ルgreen-kouza

@
sendai-park.or.jp

）

市
民
医
学
講
座「
ピ
ロ
リ
菌
、あ

な
た
の
胃
は
大
丈
夫
で
す
か
？
」

◦
日
時‖

２
月
16
日
㈭
午
後
1
時
半

～
２
時
半　
◦
会
場‖

急
患
セ
ン
タ

ー
（
若
林
区
舟
丁
64│

12
）　
◦
直

接
会
場
へ
。
駐
車
場
は
利
用
で
き
ま

せ
ん　
問
健
康
政
策
課
☎
214
・
８
５

２
６

２
月
の
お
知
ら
せ

ア
ニ
パ
ル
仙
台
の
催
し
　
　
　 

ア
ニ
パ
ル
仙
台
出
身
猫
の
「
し
っ
ぽ

ゆ
ら
ゆ
ら
写
真
展
」

　
譲
渡
さ
れ
た
猫
た
ち
が
、
家
庭
で

幸
せ
に
過
ご
し
て
い
る
様
子
を
撮
影

し
た
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

◦
日
時‖

２
月
13
日
㈪
～
28
日
㈫
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
閉
庁
日
を
除

く
）　
◦
会
場‖

市
役
所
本
庁
舎
1

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル　

犬
・
猫
の
適
正
飼
養
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

「
愛
犬
・
愛
猫
と
最
期
ま
で
健
康
に

暮
ら
す
た
め
に
今
日
か
ら
は
じ
め
よ

う
『
温
活
』
と
『
栄
養
管
理
』」

◦
日
時‖

３
月
12
日
㈰
午
後
２
時
～

４
時　
◦
定
員‖

50
人
〔
先
着
〕　

◦
講
師‖

ま
ね
き
猫
ホ
ス
ピ
タ
ル
院

長
・
石
井
万
寿
美
氏　
申
２
月
９
日

午
前
9
時
か
ら
電
話
で

成
猫
譲
渡
促
進
月
間

　
保
護
さ
れ
た
猫
を
譲
渡
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
申
・
問
ア
ニ
パ
ル
仙
台

☎
258
・
1
6
2
6

縄
文
の
森
広
場
の
催
し
　
　
　  

ミ
ニ
企
画
展
「
縄
文
人
の
精
神
生
活

―
祭
り
と
く
ら
し
」

◦
期
間‖

3
月
20
日
㈷
ま
で

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入 お知らせの見方は10ページ参照。未掲載のファクス番号については、広報課FAX211・1921へお問い合わせください

健康増進センターの催し
①シニアステップアップ運動教室
●日時

‖

２月９日～３月２日の毎週木曜日ア9:30～10:30
イ10:30～11:30ウ11:20～12:20（当日8:45から２階事務
室で整理券を配布。受け付けは各開始時刻の30分前から
10分前まで。同日は１人１回の参加に限ります）　●内容‖

健康づくりや介護予防のための運動実技　●対象

‖

市内
にお住まいかお勤めのおおむね60歳以上の運動可能な方
各回アウ40人イ25人〔いずれも先着〕　●費用

‖

各510円
●直接会場へ
②ハイハイ講座―子どもの運動発達は一生の財産
●日時

‖

２月22日㈬13:30～17:00　●内容

‖

乳幼児期の
精神と運動の発達およびその支援についての講座　●対象‖

保育士や保健師、子育て中の方など30人〔抽選〕　●託
児あり（６カ月～３歳の乳幼児６人〔抽選〕。要申し込み）
申はがき、ファクスまたはＥメールに申込時の必要事項を
記入して２月15日（必着）までに
③男の減る塩チャレンジ
●日時

‖

２月25日㈯13:00～14:30、３月４日㈯9:45～12:
30（全２回）　●内容

‖

尿検査で普段の食塩摂取量を知り、
調理実習を通して減塩方法を学びます　●対象

‖

市内にお
住まいか通勤・通学している18歳以上の男性15人〔抽選〕
●費用

‖

2,020円　申はがき、ファクスまたはＥメールに
申込時の必要事項と年齢を記入して２月11日（必着）まで
に。直接施設も可
④お手軽・とる塩チェック
●日時

‖

３月15日㈬13:00～13:50　●内容

‖

身体測定、
採尿を行い、約24時間の食塩推定摂取量を調べます（結
果表は後日郵送）　●対象

‖

市内にお住まいか通勤・通学
している18歳以上の方30人〔先着〕　●費用

‖

500円　申
２月15日10:00から電話またはファクス、Ｅメール（申込
時の必要事項と年齢を記入）で。直接施設も可
申・問健康増進センター〒981-3133泉区泉中央2-24-1
☎374･6661、FAX374･6664、Ｅメールshpc-oubo@roa
d.ocn.ne.jp 

●直接会場へ
④地底の森ミュージアム開館20周年・縄文の森広場開館
10周年記念シンポジウム「まもりつたえる富沢遺跡・山田
上ノ台遺跡―これまで／これからの20年・10年」
　遺跡や文化財、考古学は現代社会の中で何ができるのか、
最新の調査研究成果や各地の遺跡博物館の活動をもとに考
えます。

●定員

‖

各100人〔先着〕　●直接会場へ
⑤考古学講座
●日時

‖

３月４日㈯13:30～15:00　●内容

‖

沖縄県立博
物館・美術館職員の山崎真治氏による旧石器時代の人々や
暮らしに関する最新の調査成果の講話　●直接会場へ
⑥ボランティア募集
●登録期間

‖

４月～平成30年３月（更新可）　●活動内容‖

館内の展示解説、イベントや講座の補助など　●対象

‖

18歳以上で、４月８日㈯に開催するオリエンテーションと
４月15日㈯から毎週土曜日に開催する養成講座（全６回）
に参加できる方15人〔選考〕　
⑦市民文化財研究員募集
●活動期間

‖

４月～平成30年３月　●活動内容

‖

週１回
程度（水曜日10:00～12:00）、研修室での講義や史跡見学
などを通して考古学や遺跡について学び、レポートを作成
します　●対象

‖

18歳以上で、４月12日㈬に開催する説明
会に参加できる方15人〔選考〕

地底の森ミュージアムのお知らせ

日時 講師 会場

2/18㈯ 13:00～
16:00

東北歴史博物館館長・鷹野光行氏、
東北学院大学教授・佐川正敏氏、
首都大学東京教授・山田昌久氏

太白区中央
市民センター

2/19㈰ 9:30～
15:00 各地の遺跡博物館職員 縄文の森広場

申・問地底の森ミュージアム〒982-0012太白区長
町南4-3-1☎246･9153、FAX246･9158、Ｅメール
t-forest@coral.ocn.ne.jp

日
時

会
場

費
用

①
2/23㈭
10:00～
15:00

ホ
テ
ル
華
乃
湯

（
太
白
区
秋
保
町

湯
元
字
除
33│

１
）

2,500円
（昼食代・
会場使用料）

②
3/3㈮
10:00～
14:00

鶴
の
湯

（
太
白
区
長
町
４

│

３│

24
）

200円
（予約弁当代
800円）

③
3/13㈪
10:00～
15:00

Lラａ
楽ラ

リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
・
グ
リ

ー
ン
グ
リ
ー
ン

（
青
葉
区
作
並
字

二
橋
5│

12
）

2,500円
（昼食代・
会場使用料）

④
3/16㈭
10:00～
14:00

喜
代
乃
湯

（
宮
城
野
区
小
田

原
１│

８│

５
）
200円

（予約弁当代
800円）

日
時

持
ち
物
な
ど

2/1㈬～28㈫（土・
日曜日、祝日を除く）

9:00～15:00
◦
持
ち
物

‖

印
鑑
・
キ
ャ
リ

ー
ケ
ー
ス
・
記
入
済
み
の
猫

譲
渡
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）・
賃
貸
住
宅
や

集
合
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方

は
ペ
ッ
ト
の
飼
育
が
可
能
で

あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
書

類　
◦
直
接
会
場
へ

日時 内容
2/12㈰ 13:30

～
14:30

ギャラリートーク（企画展などの紹介）

2/26㈰ 絵本で楽しむ考古学（地底の森ミュージアムの絵本
「跡」の読み聞かせ）

①「ミュージアムフォトコンテスト―氷河期の森・縄文の
森の風景2016」作品展
●期間

‖

３月12日㈰まで　●２月12日㈰までの来館者の
投票により、入賞作品を決定します　●３月５日㈰11:00
～12:00に入賞者の表彰を行います
②企画展「地底の森ミュージアム2016」
●期間

‖

３月12日㈰まで
③たのしい地底の森教室

※⑥⑦の申往復はがき、ファクスまたはＥメールに申込
時の必要事項と⑥は志望動機、⑦は学習したいテーマを
記入して３月20日（必着）までに
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２
月
の
お
知
ら
せ

仙台市政だより　29.２. 1

太
白
山
自
然
観
察
の
森
の
催
し 

動
物
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
を
探
そ

う◦
日
時‖
2
月
18
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
半　
◦
内
容‖
森
の
中
に
残
さ

れ
た
足
跡
や
食し
ょ
く

痕こ
ん

か
ら
、
自
然
観
察

の
森
に
ど
の
よ
う
な
生
き
物
が
い
る

か
を
探
り
ま
す　
◦
定
員‖
20
人

〔
先
着
〕　
◦
持
ち
物‖

観
察
用
具

（
双
眼
鏡
の
無
料
貸
し
出
し
有
り
）。

暖
か
く
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で　

申
２
月
７
日
午
前
9
時
か
ら
電
話
で

森
の
ク
ラ
フ
ト
「
木
の
実
で
作
る
、

お
ひ
な
さ
ま
」

◦
期
日‖

２
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰　

◦
内
容‖

準
備
し
て
あ
る
材
料
を
使

っ
て
、
自
由
に
ク
ラ
フ
ト
を
作
成
で

き
ま
す　
◦
材
料
が
な
く
な
り
次
第

終
了　
◦
直
接
会
場
へ

ガ
イ
ド
ウ
オ
ー
ク
「
館
長
と
森
を
歩

こ
う
」

◦
日
時‖

２
月
26
日
㈰
午
前
10
時
～

11
時
半　
◦
持
ち
物‖

観
察
用
具

（
双
眼
鏡
の
無
料
貸
し
出
し
有
り
）。

暖
か
く
歩
き
や
す
い
服
装
で　
◦
直

接
会
場
へ

レ
ン
ジ
ャ
ー
と
歩
く
ガ
イ
ド
ウ
オ
ー

ク
「
森
と
け
も
の
た
ち
」

◦
日
時‖

毎
週
日
曜
日
午
前
10
時
～

11
時
半　
◦
持
ち
物‖

観
察
用
具

（
双
眼
鏡
の
無
料
貸
し
出
し
有
り
）。

暖
か
く
歩
き
や
す
い
服
装
で　
◦
直

接
会
場
へ

※
い
ず
れ
も
申
･
問
自
然
観
察
セ
ン

タ
ー
☎
244
・
6
1
1
5

仙台市政だより　29.２. 1

２
月
の
お
知
ら
せ

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー
の
催

しミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ロ
ム
・
パ
ト
ナ

特
別
企
画
「
あ
そ
ぶ
」

◦
日
時‖

2
月
14
日
㈫
午
後
７
時
開

演　
◦
出
演‖

パ
ス
カ
ル
・
ベ
ロ

（
指
揮
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
ほ
か　

◦
曲
目‖

ス
ト
ラ
ビ
ン
ス
キ
ー
「
兵

士
の
物
語
」
ほ
か　
◦
入
場
料
（
全

席
指
定
）‖

一
般
２
５
０
０
円
、
ペ

ア
4
5
0
0
円
、
学
生
１
５
０
０
円

◦
チ
ケ
ッ
ト
は
宮
城
野
区
文
化
セ
ン

タ
ー
、
市
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
販
売

中震
災
復
興
交
流
事
業
「
あ
な
た
の
オ

モ
イ　

そ
れ
ぞ
れ
の
カ
タ
チ
」

◦
直
接
会
場
へ

※
い
ず
れ
も
問
宮
城
野
区
文
化
セ
ン

タ
ー
☎
257
･
1
2
１
３

スポーツ情報
◆スポーツ教室

※教室の参加について健康
上の不安がある方は、事前
に各施設にご相談ください

対象年齢　３歳児：平成24年４月２日～平成25年４月１日生まれ
               ４歳児：平成23年４月２日～平成24年４月１日生まれ
               ５歳児：平成22年４月２日～平成23年４月１日生まれ               

申電話または費用を添えて直接施設へ

①元気フィールド仙台☎231･1221　②中田温水プール☎
306･5971
施
設 教室名（対象） 日時 定員 費用 受付

①

ベーシックヨガ
（一般）

3/1～22
（４回）

10:00～
10:50

40人
〔先着〕3,900円 2/6

9:00～

楽天親子野球教室
（小学生と保護者） 3/25 9:30～

11:30
50組
100人

〔先着〕
1,000円 2/19

10:00～

②
お試しフィットネス

教室
（18歳以上）

3/1～24
（４回）

20:00～
22:00

10人
〔先着〕3,240円 2/6

13:00～

申電話または直接施設へ

③若林体育館☎236･0011　④根白石温水プール☎376･51
24
施
設 教室名（対象） 日時 定員 費用 受付

③

親子ですぽーつ塾
(４・５歳児と

保護者)
3/4 9:30～

10:30
10組

〔先着〕 700円
2/13
14:00

～

すぽーつ塾
跳び箱・鉄棒教室
(小学１・２年生）

3/4 10:45～
11:45

10人
〔先着〕 700円

2/13
14:00

～

④

やさしいヨガ
（一般）

3/3～24
（４回）

11:30～
12:20、
13:00～
13:50　

各
15人

〔先着〕
各3,780円

2/7
10:00

～

ヨガ
（一般）

3/3～24
（４回）

14:10～
15:00

15人
〔先着〕 3,780円

2/7
10:00

～

らくらく水中
ウオーキング

（一般）
3/7～21
（３回）

11:10～
12:00

25人
〔先着〕 2,840円

2/7
10:00

～

水中脂肪燃焼
ウオーキング

（一般)

ア3/6～27
（３回）

イ3/7～21
（３回）

ウ3/4～25
（４回）

ア14:00
～14:50
イ19:10
～20:00
ウ11:00
～11:50

各
25人

〔先着〕

アイ
各2,840円

ウ
3,780円

2/7
10:00

～

⑤シェルコムせんだい☎218･5656（〒981-3124泉区野村
字新桂島前48）　⑥葛岡温水プール☎277･8598（〒989-3
121青葉区郷六字葛岡57-1）　⑦水の森温水プール☎277･
2713（〒981-0962青葉区水の森4-1-1）

申往復はがきに申込時の必要事項を記入して施設へ郵送。⑤
はホームページhttp://www.spf-sendai.jp/shellcom/から
も申し込めます

施
設教室名（対象） 日時 定員 費用 受付

⑤

楽天スクール
コーチによる

親子野球
（５歳児～小学
３年生と保護者）

3/5 9:30～
12:00

60組
〔抽選〕 1,000円 2/17

（必着）

⑥

小学生水泳A
（小学生）

ア4/10～24
（３回）

イ4/11～25
（３回）

ウ4/12～26
（３回）

エ4/13～27
（３回）

オ4/7～28
（４回）
カキク

4/8～22
（３回）

ア～オ
16:30～
17:30

カ
9:00～
10:00

キ
14:00～
15:00

ク
16:30～
17:30

各
50人

〔抽選〕

ア～エ
カ～ク

各2,910円
オ

3,880円

3/3
（必着）

小学生水泳B
（小学生）

ア4/10～24
（３回）

イ4/11～25
（３回）

ウ4/12～26
（３回）

エ4/13～27
（３回）

オ4/7～28
（４回）

カ4/8～22
（３回）

ア～オ
17:30～
18:30

カ
15:30～
16:30

各
40人

〔抽選〕

ア～エカ
各2,910円

オ
3,880円

3/3
（必着）

⑦

小学生水泳A
（小学生）

ア4/10～24
（３回）

イ4/11～25
（３回）

ウ4/12～26
（３回）

エ4/13～27
（３回）

オ4/7～28
（４回）

カキ4/8～22
（３回）

ア～オ
16:30～
17:30

カ
9:00～
10:00

キ
15:00～
16:00

各
40人

〔抽選〕

ア～エ
カキ

各2,910円
オ

3,880円

2/26
(必着)

親子水泳
（２歳以上でお

むつが取れて
いる子どもと

保護者）

4/8～22
（３回）

13:00～
14:00

15組
〔抽選〕 2,910円 2/26

(必着)

小・中学生マス
ターコース
（４泳法を

25m以上泳げ
る小・中学生）

4/11～25
（３回）

18:30～
19:30

20人
〔抽選〕 2,910円 2/26

(必着)

日
時

内
容
等

3/4㈯
11:00

～
12:00
朗
読
劇「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ツ
リ
ー
」

（
出
演∥

名
取
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ク
ラ
ブ
）

13:30
～

16:00
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト（
出

演∥

原
町
小
学
校
柿
の
木
児

童
合
唱
団
・
柿
の
木
バ
ン
ド
）

14:00
～

15:30
朗
読
の
つ
ど
い（
出
演∥

婦
防

み
や
ぎ
の
朗
読
会
）

3/5㈰
10:00

～
13:00
み
や
ぎ
の
防
災
の
ひ
ろ
ば

11:00
～

12:00
朗
読
劇「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ツ
リ
ー
」

（
出
演∥

名
取
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ク
ラ
ブ
）

13:30
～

15:30
み
や
ぎ
の
大
縁
会

14:00
～

15:00
み
や
ぎ
の
「
花
は
咲
く
」
コ
ン

サ
ー
ト
2
0
1
7（
出
演∥

ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
・
齋
藤
翠
、
仙
台

フ
ィ
ル
弦
楽
四
重
奏
ほ
か
）

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入 お知らせの見方は10ページ参照。未掲載のファクス番号については、広報課FAX211・1921へお問い合わせください

　各施設の催しについては、仙台市スポーツ振興事業団ホーム
ページ（http://www.spf-sendai.jp/）もご覧ください。

⑧カメイアリーナ仙台（仙台市体育館）☎244･1111　⑨泉
総合運動場☎372･1019　⑩鶴ケ谷温水プール☎252･1186
⑪出花体育館☎786･3446　⑫仙台環境開発スポーツパー
ク宮城広瀬☎392･5340　⑬今泉運動場☎289･4235　⑭
泉海洋センター☎373･9561
施
設教室名（対象） 日時 定員 費用等 受付

⑧
週いち！

エクササイズ
（中学生以上）

2/9・16、
3/2

19:30～
20:30 ― 各400円

当日
開始15
分前～

⑨

★赤ちゃんヨガ
＆マッサージ

（生後２カ月～
就園前の乳幼
児と保護者）

2/20、3/6
10:00～
10:50､
11:00～
11:50　

各
16組

〔先着〕
各１組

1,000円
開催日の
２週間前
9:00～

さたでい
スポーツin泉

（どなたでも）
2/11 10:00～

16:00 ―

高校生以上
300円、

小・中学生
100円

（未就学児
無料）

●持ち物‖
上靴

直接
会場へ

ちびっこ
遊ぼうD

デ ー
AY

（未就学児と
保護者）

2/21 10:00～
11:30 ―

保護者
300円

（未就学児
無料）

直接
会場へ

★ピラティス
（一般）

3/16～30
（３回）

14:30～
15:20

30人
〔先着〕 2,250円 2/25

10:00～

⑩

小学生水泳A
（小学生）

ア3/6・13
（２回）

イ3/1～22
（４回）

ウ3/2～23
（４回）

エ3/3～24
（４回）

オカ
3/4～25
（４回）

ア～エ
16:30～
17:30

オ
10:00～
11:00

カ
14:00～
15:00

各
30人

〔先着〕

ア
1,810円
イ～カ

各3,620円

2/6
9:00～

小学生水泳B
（小学生）

ア3/6・13
（２回）

イ3/1～22
（４回）

ウ3/2～23
（４回）

エ3/3～24
（４回）

オ3/4～25
（４回）

ア～エ
17:30～
18:30

オ
9:00～
10:00

各
20人

〔先着〕

ア
1,810円
イ～オ

各3,620円

2/6
9:00～

成人水泳
初級・中級
（一般）

ア3/6・13
（２回）

イ3/2～23
（４回）

10:00～
11:00

各
20人

〔先着〕

ア
1,810円

イ
3,620円

2/6
9:00～

水中ウオーキ
ング＆アクア

ビクス
（一般）

ア3/6・13
（２回）

イ3/2～23
（４回）

13:00～
14:00

各
20人

〔先着〕

ア
1,810円

イ
3,620円

2/6
9:00～

●持ち物‖①ラケット・シューズ・飲み物。動きやすい服装
で②バスタオル・飲み物。動きやすい服装で　申①電話で②
往復はがきに申込時の必要事項と乳児の生年月日を記入して
七北田公園体育館（〒981-3131泉区七北田字赤生津4☎37
5･9914） 

◆七北田公園体育館の催し
教室名（対象） 日時 定員 費用 受付

①
親子バドミントン

教室
（小学生と保護者）

3/4 13:30～
16:00

16組
〔先着〕

1組
1,000円

2/17
10:00～

②
ベビーマッサージ

教室
（乳児と保護者）

3/9 10:00～
11:00

17組
〔抽選〕 500円 2/27

（必着）

◆スポパーク松森の催し

申電話でスポパーク松森☎375･5550

教室名（対象） 日時 定員 費用 受付

クロールを泳げ
るようになろう

（小学生）

2/25～3/19
の土・日曜日

（８回）

土曜日
14:30～16:00、

日曜日
13:00～14:30

20人
〔先着〕

2,570
円

2/6
9:00～

申費用を添えて直接施設へ。★は電話または直接施設へ

施
設教室名（対象） 日時 定員 費用 受付

⑪
アンチエイジン
グプログラム

(一般)
2/7・14・

21・28
10:00～
11:30 ― 各500円 直接

会場へ

⑫

ちびっこ水泳
（３・４歳児）

ア3/7・21
（２回）

イ3/1～22
（３回）

ア10:00
～11:00
イ14:30
～15:30

各
10人

〔先着〕

ア
1,810円

イ
2,710円

2/6
9:00～

ウオーキング＆
スイム

（一般）
3/2～23
（３回）

10:00～
11:00

10人
〔先着〕 2,710円 2/6

9:00～

水中
ウオーキング

（一般）
3/7・21
（２回）

11:00～
12:00

10人
〔先着〕 1,810円 2/6

9:00～

⑬
春休み短期
水泳教室

(５歳～小学生)
3/29～31

(３回)
13:30～
14:30

35人
〔先着〕 3,240円

2/13
13:00

～

⑭
家族スポーツ

の日
（どなたでも）

3/26 9:30～
15:30 ―

高校生以上
300円、

小・中学生
100円

（未就学児
無料）

直接
会場へ
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申・問①②③⑤エル・ソーラ仙台①②⑤☎268･8302③
☎268･8044、FAX268･8045④エル・パーク仙台☎268･
8300、FAX268･8304

※いずれも●託児あり（①０歳～未就学児。無料②～⑤
６カ月～小学１年生。子ども１人300円。いずれも要申
し込み）　申２月６日9:00から①②⑤電話で（託児は①
２月22日12:00②２月23日⑤３月16日までに）③④電
話またはファクス（申込時の必要事項と④はア～ウの
別、託児希望の方は子どもの年齢を月齢まで記入）で

（託児は③２月28日④３月10日までに）。③④はホーム
ページhttp://www.sendai-l.jp/からも申し込めます

男女共同参画推進センターの催し 仙台文学館の催し

申・問仙台文学館〒981-0902青葉区北根2-7-1☎271･3020、
FAX271･3044

①新春ロビー展「100万人の年賀状展」
●期間‖２月12日㈰まで
②企画展「ドラマ・ウィズ・ミュージック―井上ひさしの音
楽世界」
●期間‖４月９日㈰まで　●観覧料‖一般570円、高校生
230円、小・中学生110円
③学芸員による展示解説（直接会場へ）
●日時‖２月18日㈯13:30～14:30　●企画展観覧券が必要

⑤ミニ合唱コンサート「井上ひさしが作詞した音楽たち」
●日時‖３月19日㈰13:30～14:30　●定員‖50人〔先着〕
●出演‖【指揮】宮城教育大学名誉教授・大泉勉【合唱】い
ずみオッチェンコール

④トークイベント「ひさしさんと音楽」
●日時‖３月５日㈰13:30～14:30　●定員‖100人〔先着〕
●出演‖井上ユリ（井上ひさし夫人・料理教師）　 ●企画展
観覧券の半券が必要

⑥読書会「井上ひさし作品について語ろう！」
●日時‖３月26日㈰13:30～　●定員‖20人〔抽選〕　●テ
キスト‖「十二人の手紙」（中公文庫）　 ●費用‖500円
⑦小池光

ひかる

短歌講座
●日時‖３月11日㈯13:30～15:40　●定員‖90人〔抽選〕
●費用‖1,000円
⑧ライブ文学館スペシャル「家族の風景―向田邦子のまなざし」
●日時‖３月17日㈮18:30～　●会場‖日立システムズホー
ル仙台　●内容‖アナウンサー・山根基

もと
世
よ

による作品朗読と
実妹・向田和子との対談など　●入場料（全席指定・前売り）
‖3,500円　●チケットは仙台文学館、イズミティ21などで
販売中　●未就学児は入場できません
④～⑦の申④⑤２月７日10:00から電話またはファクス

（申込時の必要事項を記入）で⑥⑦往復はがきに申込時の
必要事項を記入して⑥２月24日⑦２月10日（いずれも必
着）までに

  　プラネタリウム（投映時間各回約45分）

●観覧料‖一般600円、高校生350円、小・中学生250円

番組 投映日（休館日を除く） 開始時刻

星空の
時間 今夜の星空散歩

平日 14:30、16:00

土・日曜日 10:00、13:00、
14:30、16:00

こどもの
時間

プラネくんとあそぼう！
―クイズスペシャル・冬 土・日曜日 11:30

  　ナイトプラネタリウム（投映時間約10分）
番組 投映日 開始時刻 観覧料

F
フ ラ ワ ー
lower U

ユ ニ バ ー ス
niverse

―東信　花宇宙の旅 2/11㈷・18㈯・
25㈯、3/4㈯

18:40
一般200円、小学生
～高校生100円旅するぬいぐるみ　

T
ト ラ ベ リ ン グ
raveling ‘D

ダ ル
aru’ 19:40

天文台のお知らせ

申・問天文台☎391･1300

  　震災特別番組「星空とともに」（投映時間約40分）
●日時‖２月11日㈷～３月25日の毎週土曜日（３月11日を除く）
17:40～　●当日9:00から整理券を配布
  　東北大学生がつなぐ、ハワイと宇宙
　東北大学展開ゼミの学生と国立天文台天文学者による体験イベ
ント。次世代30メートル大型望遠鏡TMTと、TMTの建設が検
討されているハワイをテーマにさまざまなイベントを開催します。
●日時‖２月11日㈷10:00～16:45　●内容‖望遠鏡製作ワーク
ショップ、クイズラリーなど　●イベントごとの時間や定員等詳
しくはお問い合わせください　●直接会場へ
  　国立天文台TMT推進室准教授　青木和光氏によるサイエ
ンスカフェ
●日時‖２月11日㈷18:00～19:30　●定員‖100人〔先着〕　●
内容‖講演会など　●直接会場へ

スリーエム仙台市科学館の催し

申・問スリーエム仙台市科学館〒981-0903青葉区
台原森林公園4-1☎276･2201

⑵ロボット教室―工作とプログラミング中級
●日時‖３月５日㈰10:00～15:00　●内容‖ロボ
ット梵

ぼん
天
てん

丸
まる

の拡張製作とプログラミング　●対象‖
小学４年生以上の梵天丸製作経験者10人〔抽選〕　
●費用‖1,000円

※いずれも申往復はがきに参加者全員の申込時の
必要事項と⑴は参加希望日（①は希望コースも。
午前・午後両方の申し込みも可）、学生は学校名、
学年を記入して⑴①２月14日②２月24日③３月
７日⑵２月17日（いずれも必着）までに

⑴大人の科学教室

●対象‖①高校生以上各コース30人程度②③中学
生以上各20人程度〔いずれも抽選〕

教室名 日時 内容

① 大人のための
科学館学習 2/26㈰

午前の部
10:00～
11:30

生物コース「アサリの
くらしとからだのし
くみ」
地学コース「風はなぜ
吹くの」

午後の部
13:00～
14:30

物理コース「電気をつ
くる・おくる」
化学コース「化学変化
とエネルギー」

② 手をきれいに
洗うためには 3/12㈰ 10:00～

12:00
手洗い方法による菌
の増え方の違いを実
験で確認します

③

トランジスタ
回路の基礎を
理解しよう！
―自動点滅目
印灯の製作

3/19㈰ 10:00～
12:00

簡単な回路を組み立
て、電子回路の基礎と
なるトランジスタの
働きを学びます

①女性ための離婚ミニセミナー
●日時 ‖２月24日㈮10:30～11:30　●会場 ‖エル・ソ
ーラ仙台　●対象 ‖離婚に悩む女性15人〔先着〕
②DVに悩む女性のためのパープル・カフェ
●日時 ‖３月４日㈯10:30～12:00　●会場 ‖ エル・ソ
ーラ仙台　●対象 ‖DV（夫や恋人からの暴力）被害経
験のある女性10人〔先着〕
③育休中に話そう！　職場復帰をシミュレーション
●日時 ‖３月８日㈬10:30～12:30　●会場 ‖ エル・ソ
ーラ仙台　●対象 ‖ 育児休業から初めて復帰する女性
20人〔先着〕　●費用 ‖500円
④エル・パーク仙台30周年記念イベント「さあ、その先へ！」

⑤女性のためのこころのケア講座「自尊心―私の力、再
発見！」
●日時 ‖３月26日㈰13:30～15:30　●会場 ‖エル・ソ
ーラ仙台　●対象 ‖夫や恋人の暴力などで傷ついた経験
のある高校生以上の女性20人〔先着〕　●費用 ‖500円

日時 内容等 定員 会場

3/20㈷

10:30～
12:30

ア映画上映「何を怖
おそ

れる　フェ
ミニズムを生きた女たち」 各

150人
〔先着〕エル・

パーク
仙台

13:30～
15:00

イ奥山市長と桜井陽子氏（全国
女性会館協議会前理事長）によ
るトークイベント

15:10～
16:10 ウ交流会（費用 ‖500円） 100人

〔先着〕

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入 お知らせの見方は10ページ参照。未掲載のファクス番号については、広報課FAX211・1921へお問い合わせください

  　ベガ号で星をお届け
　移動天文車「ベガ号」の出動先を募集します。
●期間‖４月２日㈰～平成30年３月30日㈮（休館日、土曜日を除
く）　●対象‖開催会場が市内またはその近郊にあり、地域の交
流会や子ども会など30人以上の参加者が見込める団体16団体

〔先着〕　●詳しくはホームページhttp://www.sendai-astro.jp/
をご覧いただくか、お問い合わせください　申２月10日9:00から
電話で（開催希望日の２カ月前までに）
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市民センターの

※市民センターの休館日は、
月曜日、祝休日の翌日

（土・日曜日、祝休日を除く）

◎はがき等による申し込みは「講座名、住所、氏名（親子、家族参加の場合は全
　員分）、年齢（小・中学生は学校名、学年）、電話番号、ファクス番号｣を記入

※市政だよりに掲載している講座のほかにも、市民センターではさまざまな講座・
　催しを企画しています。各市民センターでお配りしている市民センター事業ガイ
　ドや、ホームページ（http://www.sendai-shimincenter.jp/）をご覧ください

連続で開催される講座

センター名 講座名 内容 対象・定員 日時等 費用 申込方法

宮
城
野
区

宮城野区中央市民センター
☎791･7015、FAX295･2337
〒983-0842 五輪2-12-70

四季コンサート―早
春

ロビーで開催するサクソ
フォンとピアノのコンサ
ート

どなたでも・
80人〔先着〕 2/17㈮ 12:00～12:40 無料 不要

直接会場へ

「喜
き

善
ぜん

彷
ほう

徨
こう

1280kmの
怪」遠野物語と仙台
との縁

えにし

遠野物語と佐々木喜善と
仙台との関係について謎
を解く講演会です

どなたでも・
80人〔先着〕 2/18㈯ 14:00～16:00 無料 不要

直接会場へ

若
林
区

若林区中央市民センター
☎282･1173、FAX282･1180
〒984-0827 南小泉1-1-1

まなびごっこ「映画
上映会」

未亡人の母とその娘の愛
情を描く「秋日和」の上
映

どなたでも・
96人〔先着〕 2/24㈮ 13:30～15:30 無料 不要

直接会場へ

七郷市民センター
☎288･8700、FAX288･2340
〒984-0032 荒井字堀添65ｰ5

定点観察「今と未来
をつなぐ」写真展

荒浜の思い出と、変わり
ゆくふるさと・七郷を写
真に収めました

どなたでも
2/14㈫～28㈫ 
9:00～18:00
※会場‖若林区文化
センター

無料 不要
直接会場へ

泉
区

松森市民センター
☎776･9510、FAX776･9512
〒981-3111 松森字城前9-2

松森アフタヌーンコ
ンサート―朗読のひ
ととき

「朗読はぎの会」による名
作の朗読をお楽しみくだ
さい

どなたでも 3/4㈯ 14:00～15:00 無料 不要
直接会場へ

長命ケ丘市民センター
☎377･3504、FAX377･3508
〒981-3212 長命ケ丘2-14-15

長命コンサート
リードオルガンとチェロ
のジョイントコンサート
をお楽しみください

どなたでも 3/4㈯ 14:00～15:15 無料 不要
直接会場へ

申込時の必要事項 ①応募内容②〒住所③氏名（フリガナ）④☎・FAX ※往復はがきの場合は返信先も記入

青
葉
の
森
緑
地
の
催
し          

①
仙
台
伝
統
の
お
そ
な
え
花
「
削
り

花
」
を
作
る

◦
日
時‖
２
月
26
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
２
時　
◦
定
員‖

10
人
〔
先

着
〕　
◦
持
ち
物‖
昼
食
・
飲
み
物
・

軍
手
・
エ
プ
ロ
ン
・
雨
具
。
暖
か
く

動
き
や
す
い
服
装
と
靴
で

②
大
人
の
森
あ
る
き

◦
日
時‖

３
月
５
日
㈰
午
前
９
時
～

正
午　
◦
対
象‖

高
校
生
以
上
の
方

15
人
〔
先
着
〕　
◦
持
ち
物‖

雨
具・

飲
み
物
。
暖
か
く
歩
き
や
す
い
服
装

と
靴
で

※
い
ず
れ
も
申
①
２
月
７
日
②
２
月

８
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
青
葉
の

森
緑
地
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
263
・
2
１

０
１

八
木
山
動
物
公
園
の
催
し        

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ウ
イ
ー
ク

◦
期
間‖

２
月
７
日
㈫
～
14
日
㈫　

◦
内
容‖

ハ
ー
ト
型
の
記
念
撮
影
台

を
設
置
す
る
ほ
か
、「
な
か
よ
し
動

物
マ
ッ
プ
」
を
園
内
各
所
に
展
示
し

ま
す

関
連
イ
ベ
ン
ト
・
動
物
の
お
は
な
し

◦
期
日‖

２
月
11
日
㈷　
◦
内
容‖

飼
育
員
が
各
展
示
場
前
で
動
物
の
恋

愛
模
様
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。
お
話
を
聞
い
て
ス
タ
ン
プ
を
２

個
以
上
集
め
た
方
に
、
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す　
◦
台
紙

配
布
場
所‖

西
門
・
東
門
券
売
所　

◦
時
間
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

秋
保
・
里
セ
ン
タ
ー
の
催
し
　 

手
づ
く
り
お
ひ
な
様
展

◦
日
時‖

２
月
11
日
㈷
～
３
月
20
日

㈷
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日

は
午
後
３
時
ま
で
）　

お
ひ
な
様
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

◦
期
間
中
は
、
温
泉
街
を
巡
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
も
実
施
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

秋
保
の
民
話
語
り

◦
日
時‖

2
月
12
日
㈰
・
26
日
㈰
午

前
10
時
半
～
11
時
半　
◦
直
接
会
場

へ日
曜
手
づ
く
り
教
室

申
２
月
６
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

お知らせの見方は10ページ参照。未掲載のファクス番号については、広報課FAX211・1921へお問い合わせください

せ
く
だ
さ
い

動
物
た
く
さ
ん
お
は
な
し
会

◦
日
時‖

2
月
11
日
㈷
午
後
１
時
～

１
時
半　
◦
会
場‖

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー　
◦
内
容‖

「
八
木
山
お
は
な

し
や
ま
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
動
物

の
絵
本
や
紙
芝
居
の
上
演　
◦
直
接

会
場
へ

う
ら
が
わ
探
検
隊

◦
日
時‖

3
月
５
日
㈰
・
12
日
㈰
午

後
１
時
半
～
２
時　
◦
内
容‖

猛
獣

舎
の
展
示
場
の
裏
側
見
学
と
飼
育
員

に
よ
る
お
話　
◦
定
員‖

各
30
人

〔
抽
選
〕　
申
は
が
き
に
参
加
者
全
員

の
申
込
時
の
必
要
事
項
と
参
加
希
望

日
、
八
木
山
動
物
公
園
で
一
番
好
き

な
と
こ
ろ
を
記
入
し
て
２
月
17
日

（
必
着
）
ま
で
に

※
い
ず
れ
も
申
・
問
八
木
山
動
物
公

園
（
〒
982│

0801
太
白
区
八
木
山
本
町

１
─
43
☎
229
・
０
１
２
２
）

野
草
園
の
催
し
　
　
　
　
　
　 

①
草
木
染
め
資
料
展

◦
期
間‖

２
月
４
日
㈯
～
28
日
㈫

②
冬
季
特
別
開
園

◦
期
日‖

２
月
11
日
㈷　
◦
当
日
は

入
園
無
料

③
冬
の
野
草
園
自
然
観
察
会

◦
日
時‖

２
月
11
日
㈷
午
前
10
時
～

11
時
半　
◦
定
員‖

20
人
〔
先
着
〕

◦
暖
か
い
服
装
で

④
草
木
染
め
「
ど
ん
ぐ
り
山
の
染
め

工
房
」

◦
日
時‖

２
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
午

前
10
時
～
正
午　
◦
内
容‖

植
物
染

料
で
ス
ト
ー
ル
を
染
め
ま
す　
◦
定

員‖

各
10
人
〔
先
着
〕　
◦
持
ち
物

‖

炊
事
用
手
袋
・
エ
プ
ロ
ン　
◦
費

用‖

各
２
千
円

※
③
④
の
申
２
月
６
日
午
前
９
時
か

ら
電
話
で　
申
・
問
野
草
園
☎
222
・

２
３
２
４

S
M
M
A
見
験
楽
学
（
け
ん
け

ん
が
く
が
く
）
ツ
ア
ー

◦
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w
.sm
m
a.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
２
月
６
日
午
前
10
時
か
ら
電
話
で

仙
台
バ
ス
ツ
ア
ー
ズ
☎
０
２
２
３
・

36
・
９
５
２
１　
問
S
M
M
A
事
務

局（
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
内
）

☎
713
・
４
４
８
３

冬
の
秋
保
大
滝
植
物
園
で
雪
と

あ
そ
ぼ
う
！

◦
日
時‖

2
月
18
日
㈯
午
前
9
時
半

～
午
後
3
時　
◦
会
場‖

秋
保
大
滝

植
物
園　
◦
内
容‖

レ
ン
ジ
ャ
ー
と

歩
く
自
然
観
察
会
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
体
験
会
、
特
設
そ
り
コ

ー
ナ
ー
な
ど　
◦
暖
か
い
服
装
で　

◦
直
接
会
場
へ　
◦
当
日
は
入
園
無

料　
問
野
草
園
☎
222
・
2
3
2
4

水
の
森
公
園
の
森
の
学
習
室    

◦
暖
か
く
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
で

申
２
月
６
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

（
特
活
）
み
ど
り
十
字
軍
☎
090
・
８

２
５
7
･
9
2
4
5　
問
仙
台
市
公

園
緑
地
協
会
☎
293
・
３
５
８
３

博
物
館
の
催
し
　
　
　
　
　
　 

①
ま
ち
な
か
博
物
館
講
座
「
伊
達
政

宗
と
北
の
関
ケ
原
」

◦
日
時‖

２
月
11
日
㈷
午
後
１
時
半

～
３
時　
◦
会
場‖

東
北
工
業
大
学

一
番
町
ロ
ビ
ー
（
青
葉
区
一
番
町
１

│

３│

１
）　
◦
内
容‖

伊
達
・
最

上
連
合
軍
と
上
杉
軍
の
戦
「
慶け
い

長ち
ょ
う

出で

羽わ

合か
っ
せ
ん戦
」
に
関
す
る
講
話　
◦
定
員

‖

120
人
〔
先
着
〕

　

◦
直
接
会
場
へ

②
仙
台
市
史
講
座
「
宮
城
野
区
沿
岸

部
に
お
け
る
海
岸
林
の
歴
史
と
自
然
」

◦
日
時‖

３
月
４
日
㈯
午
後
１
時
半

～
４
時　
◦
会
場‖

宮
城
野
区
中
央

市
民
セ
ン
タ
ー　
◦
内
容‖

蒲
生
・

岡
田
地
区
を
中
心
と
し
た
、
海
岸
林

の
歴
史
や
海
辺
の
自
然
環
境
の
変
化

な
ど
に
つ
い
て
の
講
話　
◦
定
員‖

100
人〔
抽
選
〕　
◦
講
師‖

東
北
学
院

※
い
ず
れ
も
申
・
問
秋
保
・
里
セ
ン

タ
ー
☎
304
･
9
1
5
1

エ
キ
ナ
カ
大
学
講
座
　
　
　
　 

◦
会
場‖

青
葉
の
風
テ
ラ
ス
（
地
下

鉄
国
際
セ
ン
タ
ー
駅
２
階
）　
◦
直

接
会
場
へ　
問
エ
キ
ナ
カ
大
学
事
務

局
（
f
m
い
ず
み
内
）
☎
375
・
８
８

０
８
、
市
民
局
市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
担
当
☎
214
・
１
０
８
９ 

歴
史
民
俗
資
料
館
の
催
し
　
　 

特
別
展
「
仙
台
・
昔
と
今
の
く
ら
し
」

◦
期
間‖

４
月
16
日
㈰
ま
で

た
ん
け
ん
資
料
館
「
れ
き
み
ん
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
」

◦
日
時‖

2
月
12
日
㈰
午
前
11
時
～
、

午
後
２
時
～　
◦
内
容‖

学
芸
員
と

一
緒
に
、
施
設
の
裏
側
を
探
検
し
ま

す　
◦
直
接
会
場
へ

朗
読
公
演
「
語
り
つ
ぐ
、
あ
の
日
の

記
憶
」

◦
日
時‖

2
月
19
日
㈰
午
前
11
時
～
、

午
後
２
時
～　
◦
内
容‖

東
日
本
大

震
災
の
体
験
記
を
元
に
構
成
さ
れ
た

朗
読
劇　
◦
直
接
会
場
へ

季
節
展
示
「
ひ
な
祭
り
」

◦
期
間‖

２
月
25
日
㈯
～
４
月
２
日

㈰　
◦
内
容‖

明
治
時
代
か
ら
昭
和

初
め
ま
で
に
作
ら
れ
、
市
内
の
家
庭

で
飾
ら
れ
て
い
た
ひ
な
人
形
や
、
堤

焼
の
ひ
な
人
形
等
を
紹
介
し
ま
す

被
災
地
関
連
展
示
「
六
郷
・
七
郷
・

高
砂
と
周
辺
地
域
の
人
々
の
く
ら
し
」

◦
期
間‖

3
月
1
日
㈬
～
31
日
㈮　

◦
内
容‖

東
日
本
大
震
災
前
の
各
地

域
で
の
人
々
の
暮
ら
し
の
様
子
を
、

写
真
等
の
資
料
で
紹
介
し
ま
す

※
い
ず
れ
も
問
歴
史
民
俗
資
料
館
☎

295
・
３
９
５
６

雪
と
遊
ぼ
う
　
　
　
　
　
　
　 

◦
日
時‖

２
月
18
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
２
時　
◦
会
場‖

秋
保
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー　
◦
対
象‖

４
歳
以
上

の
子
ど
も
と
保
護
者
30
人
〔
先
着
〕

◦
費
用‖

１
人
500
円　
◦
昼
食
持
参

申
２
月
９
日
午
前
10
時
か
ら
電
話
で

秋
保
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
☎
399
・
２

３
２
４

大
学
教
授
・
菊
池
慶
子
氏
、
平
吹
喜

彦
氏　
申
往
復
は
が
き
に
申
込
時
の

必
要
事
項
を
記
入
し
て
２
月
17
日
ま

で
に
宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー
「
仙

台
市
史
講
座
」
係
（
〒
983│

0842
宮
城

野
区
五
輪
２│

12│

70
）　
問
①
博

物
館
☎
225
・
３
０
７
４
（
３
月
31
日

㈮
ま
で
休
館
中
）
②
宮
城
野
区
文
化

セ
ン
タ
ー
☎
257
・
１
２
１
３　

七
北
田
公
園
都
市
緑
化
ホ
ー
ル

の
催
し

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
展
「
ｎノ

ス

タ

ｏ
ｓ
ｔ

ａ
ル

ジ

ア

ｌ
ｇ
ｉ
ａ
」

◦
期
間‖

２
月
25
日
㈯
～
３
月
12
日

㈰市
民
園
芸
講
座

申
２
月
７
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

※
い
ず
れ
も
申
･
問
七
北
田
公
園
都

市
緑
化
ホ
ー
ル
☎
375
・
9
9
1
1

日
時

内
容

定
員
費
用

2/14
㈫

19:00～20:00（18:30から受け付け）
オ
リ
ジ
ナ
ル
ペ
ン

ダ
ン
ト
ト
ッ
プ
を

作
り
冬
も
楽
し
く

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

つ
け
よ
う
！

10人
〔先着〕

700円

2/16
㈭

キ
ラ
キ
ラ
耳
つ
ぼ

ジ
ュ
エ
リ
ー
シ
ー

ル
で
お
し
ゃ
れ
し

な
が
ら
体
調
管
理

20人
〔先着〕

100円

2/21
㈫

花
の
あ
る
暮
ら
し

で
女
子
力
＆
運
気

ア
ッ
プ　
プ
チ
プ

ラ　
フ
ラ
ワ
ー
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
レ

ッ
ス
ン

20人
〔先着〕

500円

2/23
㈭

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
Lラ
イI

NンE
ス
タ
ン
プ
作

り
―
初
級
編

―

―

2/28
㈫

リ
ハ
ビ
リ
専
門

職
・
作
業
療
法
士

が
肩
コ
リ
の
悩
み

を
解
決
し
ま
す
！

―

―

3/2
㈭

が
ん
に
な
ら
な
い

食
生
活
―
発
が
ん

と
環
境
要
因

―

―

3/7
㈫

ア
ロ
マ
と
ハ
ー
ブ

の
リ
ラ
ッ
ク
ス
バ

ス
ソ
ル
ト
作
り

15人
〔先着〕

500円

3/9
㈭

自
分
で
出
来
る
！

魔
法
の
小
顔
エ
ク

サ
サ
イ
ズ

―

―

日
時

内
容
等

定
員
集
合

場
所

2/25㈯
10:00～16:30

「
６
年
目
の
被
災
地

を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
─

荒
浜
・
野
蒜
・
石
巻
」

（
費
用‖

３
８
０
０

円
。
別
途
昼
食
代
が

か
か
り
ま
す
）

24人〔先着〕

地下鉄荒井駅

3/4㈯
9:30～16:00

「
井
上
ひ
さ
し
と
吉

野
作
造
を
つ
な
ぐ
旅

─
仙
台
・
古
川
バ
ス

ツ
ア
ー
」（
費
用‖

５
２
０
０
円
。
仙
台

文
学
館
・
吉
野
作
造

記
念
館
入
館
料
込

み
。昼
食
付
き
）

25人〔先着〕

JR仙台駅東口

日
時

内
容
等

期間中の
毎週土曜日

10:00～
12:00、
13:00～
15:00　
お
り
が
み
体
験
会

11:00～
11:30、
14:00～
14:30　

ひ
な
祭
り
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
ラ
イ
ブ　
◦
ラ

イ
ブ
後
に
甘
酒
の
振

る
舞
い
あ
り

3/5㈰

10:00～
15:00

秋
保
の
里　
弥
生
茶

会　
◦
費
用

‖

100
円

◦
菓
子
が
な
く
な
り

次
第
終
了

日
時

内
容
・
定
員

費
用

2/12
午前の部　10:30～12:00
午後の部　13:30～15:00

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
で
お
ひ

な
様
を
つ
く
る
（
定
員

‖

各
10
人
〔
先
着
〕）

各
1,500円

2/19

ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
で

お
ひ
な
様
の
ア
レ
ン
ジ

を
し
よ
う
（
定
員

‖

各

10
人
〔
先
着
〕）

各
1,800円

2/26

ち
り
め
ん
細
工
の
リ
ー

ス
雛び

な

を
つ
く
ろ
う
（
定

員
‖

各
10
人
〔
先
着
〕）

各
1,500円

3/5

羊
毛
で
つ
く
る
お
さ
ん

ぽ
バ
ッ
グ
（
定
員

‖

各

10
人
〔
先
着
〕）

各
1,800円

日
時

内
容

定
員

2/25
㈯

10:00～12:00
樹
木
の
冬
芽
の
観
察
会

各20人
〔先着〕

2/26
㈰

藪や
ぶ

こ
ぎ
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

Ｂ
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

日
時

内
容
等

定
員

2/12
㈰

10:00～11:30

木
の
実
で
仲
間
づ
く

り
「
お
ひ
な
さ
ま
」　

◦
費
用

‖

100
円

10人
〔先着〕

2/19
㈰

ミ
ニ
松
ぼ
っ
く
り
の

３
段
ヒ
ナ
づ
く
り　

◦
費
用

‖

200
円

20人
〔先着〕

2/25
㈯

ハ
ー
ブ
を
使
っ
て
ハ

ン
ド
ク
リ
ー
ム
＆
リ

ッ
プ
ク
リ
ー
ム
づ
く

り　
◦
費
用

‖

700
円

◦
持
ち
物

‖

小
さ
め

の
ゴ
ム
ベ
ラ

15人
〔先着〕

3/3
㈮

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ

の
上
手
な
育
て
方

30人
〔先着〕

3/5
㈰

 10:00～11:30、
13:30～15:00

ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ

ス
ロ
ー
ズ
の
ノ
ス
タ

ル
ジ
ッ
ク
な
寄
せ
植

え　
◦
費
用

‖

各
３

５
０
０
円　
◦
持
ち
物

‖
園
芸
用
は
さ
み
・
手

袋
・
持
ち
帰
り
用
の
袋

各15人
〔先着〕
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受付時間 月日 医　　療　　機　　関

2/5
㈰

内科 矢野内科クリニック 青葉区中山台2-26-14 ☎279･6551

小児科
泉中央こどもクリニック 泉区泉中央3-29-7 ☎771･5510

柳生吉田こどもクリニック 太白区柳生字田中8-8 ☎306･0133

整形外科 たかもり整形外科 泉区野村字筒岫屋敷18-1 ☎342･5623

2/11
㈷

内科 中村クリニック 青葉区中央2-2-5-6F ☎212･3615

小児科
五十嵐小児科・U歯科 泉区高森4-2-536 ☎377･4832

笹森医院（小児科） 青葉区本町2-13-13 ☎222･9081

整形外科 浅沼整形外科 太白区長町4-7-12 ☎247･7533

2/12
㈰

内科 会川クリニック内科呼吸器科 青葉区北山1-4-12 ☎234･5927

小児科
めときこどもクリニック 青葉区国見ケ丘1-14-4 ☎278･1041

宮林こどもクリニック 宮城野区岩切字今市東18-2 ☎255･2555

整形外科 庄子整形外科医院 宮城野区幸町1-19-26 ☎271･3611

2/19
㈰

内科 荒巻なべ胃腸科・内科クリニック 青葉区荒巻本沢3-1-7 ☎719･6071

小児科
池田クリニック（小児科） 青葉区旭ケ丘2-15-15 ☎233･5502

キッズクリニック田子 宮城野区田子西1-10-9 ☎290･9377

整形外科 水戸整形外科クリニック 太白区門前町12-23 ☎247･7131

2/26
㈰

内科 森るり子内科クリニック 青葉区五橋1-6-23 ☎221･2119

小児科
おかだ小児科 泉区黒松1-3-5 ☎728･6057

いのうえ小児科クリニック 宮城野区福室2-6-24 ☎254･1101

整形外科 大山医院 太白区西中田5-27-6 ☎242･7715

3/5
㈰

内科 貝山中央病院 青葉区大町2-12-8 ☎222･5945

小児科
かやま小児科医院 青葉区昭和町2-27 ☎234･8870

せきこどもクリニック 宮城野区福室5-9-40 ☎388･8864

整形外科 やおとめ整形外科 泉区八乙女4-4-1 ☎725･6610

休
日
当
番
医

仙台市政だより　29.２. 1

日曜日・
祝休日
9:00～
   16:00※ 

●初期救急医療機関案内☎234･5099、ＦＡＸ214･5097（平日19:00～翌7:00、土曜日14:00～翌
7:00、日曜日・祝休日9:00～翌7:00）　●休日テレホンサービス☎223･6161（日曜日・祝休日
7:00～16:00）　●宮城県休日・夜間診療案内☎・ＦＡＸ216･9960（24時間）　●宮城県こども夜
間安心コール☎＃8000（プッシュ回線以外の固定電話、PHSからは☎212･9390）（毎日
19:00～翌8:00）　●耳や言葉の不自由な方の緊急ファクス119番 ＦＡＸ119（局番なし）

電
話
案
内  

●メール配信サービスを行っています。登録方法など詳しくは、市ホームページをご覧ください

※受付時間
や休日当番
医は変更に
なることが
あります。
当日電話で
確認し、事
前に病状な
どを詳しく
お知らせの
上、お越し
ください

      
北部急患診療所                 ☎301･6611
青葉区堤町1-1-2（エムズ北仙台2階）

【内科・小児科・外科】
※小児科は金・土・日曜日、祝休日のみ
平　日　　　　　　                　19:15～23:00
土曜日                           14:45～23:00
日曜日・祝休日                 9:45～12:00
　　　　　　　               13:15～17:00
                                    18:00～23:00

仙台歯科医師会　在宅訪問・障害者・休日夜間歯科診療所  　  ☎261･7345
青葉区五橋2-12-2（福祉プラザ12階）

【歯科】
土曜日                 19:00～23:00
日曜日・祝休日     10:00～12:00、13:00～16:00、19:00～23:00

急患センター         ☎266･6561
若林区舟丁64-12　

【内科】
平　日               19:15～翌7:00
土曜日               14:45～翌7:00
日曜日・祝休日     9:45～12:00
                         13:15～17:00
                        18:00～翌7:00

【外科】
平　日                19:15～23:00
土曜日                14:45～23:00
日曜日・祝休日     9:45～12:00
                         13:15～17:00
                         18:00～23:00

【整形外科・婦人科・眼科・耳鼻
咽喉科】
日曜日・祝休日     9:45～12:00
                         13:15～17:00

夜間休日こども急病診療所　☎247･7035
太白区あすと長町1-1-1（市立病院併設）

【小児科】
平　日	 19:15～翌7:00
土曜日	 14:45～翌7:00
日曜日・祝休日	 	9:45～12:00
	 13:15～17:00
	 18:00～翌7:00

曜日・
月日

平　日　　  　　     18:00～翌8:00
土・日曜日、祝休日   8:00～翌8:00

（★が祝休日の場合を含む）
※救急車による救急搬送患者を優先する
ため、お待ちいただく場合があります

毎   日

【内科・外科】仙台オープン病院
宮城野区鶴ケ谷5-22-1　☎252･1111

【内科・外科系】仙台徳州会病院
泉区七北田字駕籠沢15　☎372･1110

【内科・外科系】東北労災病院
青葉区台原4-3-21　☎275･1111

【内科・外科系】東北医科薬科大学病院
宮城野区福室1-12-1　☎259･1221

火曜日 【外科】仙台赤十字病院
太白区八木山本町2-43-3　☎243･1111

水曜日 【外科・整形外科】伊藤病院
青葉区二日町8-8　☎222･8688

木曜日
【内科】東北医科薬科大学若林病院
　　　（旧NTT東日本東北病院）
若林区大和町2-29-1　☎236･5777

★金・土曜日【外科・整形外科】中嶋病院
宮城野区大梶15-27　☎291･5191

 2/6㈪・
  20㈪

【整形外科】JR仙台病院
青葉区五橋1-1-5　☎266･9671

2/13㈪・
  27㈪

【整形外科】東北公済病院
青葉区国分町2-3-11　☎227･2211

2/7㈫ 【整形外科】 J
ジ ェ イ コ ー

CHO仙台病院
青葉区堤町3-16-1
☎275･31112/21㈫【外科】

診療
時間

曜日・
月日夜間・

土曜日午
後・ 
日曜日・
祝休日

※受診を希望する際は、事前に電話で症状などを詳しくお知らせください
※診療料・時間帯をご確認の上、お越しください

泉地区休日診療所（内科・
小児科）
泉区泉中央2-24-1（イズ
ミティ21北側）
☎373･9197

（16:00まで受け付け）

●各診療所の駐車場には
限りがあります。当番医
近隣での迷惑駐車となら
ないようお願いします

●下記の休日診療所を受
診の際は、事前に電話で
年齢、症状などをお知ら
せください

広南休日内科小児科診療
所（内科・小児科）
太白区長町5-9-13（高齢
者向け住宅２階）
☎248･5858

（17:00まで受け付け）
※広南病院とは別です。
ご注意ください

●東部休日診療所は昨年
６月末で閉院しました
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▶

仙
台
市
政
だ
よ
り

［
発
行
］
仙
台
市
総
務
局
広
報
課　
☎
022
・
214
・
１
１
５
０　
Ｆ
Ａ
Ｘ
022
・
211
・
１
９
２
１

　
　
　
　som

001020@
city.sendai.jp　

〒
980-

8671
仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
３-

７-

１
再生紙を使用しています　紙へリサイクルできますので、 雑誌として分別してください

平
成
29
年
２
月

　
「
荒
井
な
な
い
ろ
マ
ル
シ
ェ
は
、
荒

井
地
区
の
交
流
・
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
手
作
り
品

の
展
示
・
販
売
や
、
創
作
体
験
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
」
と
教
え
て
く
れ
る
の

は
、
マ
ル
シ
ェ
を
主
催
す
る
一
般
社
団

法
人
荒
井
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
務

局
の
沼
里
理
恵
さ
ん
。「
出
店
し
て
い

る
の
は
、
主
に
地
域
に
住
む
子
育
て
世

代
の
方
な
ど
。
趣
味
や
資
格
を
生
か
し

て
出
店
し
た
り
講
座
を
開
い
た
り
す
る

地
域
の
皆
さ
ん
の
活
動
拠
点
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
質
は

非
常
に
高
い
と
思
い
ま
す
よ
」
と
太
鼓

判
を
押
し
ま
す
。

　
マ
ル
シ
ェ
は
口
コ
ミ
な
ど
で
広
が
り
、

昨
年
５
月
の
開
始
か
ら
半
年
で
出
店
者

数
は
倍
増
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
お
客

さ
ん
の
数
が
一
定
数
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
と
い
う
課
題
も
あ
る
そ
う
で
す
。

「
地
域
の
方
に
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
チ
ラ
シ
を
作
成
し

て
近
所
に
配
っ
た
り
、
近
く
の
銀
行
や

駅
に
置
い
て
も
ら
っ
た
り
し
て
周
知
に

マルシェでは、地元で採れた野菜や手作りのお
菓子、雑貨などの販売のほか、リラクゼーショ
ンを行うブースや音楽ライブもあります

地
域
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
交
流
の
場
に

　
　
　
　
「
荒
井
な
な
い
ろ
マ
ル
シ
ェ
」

力
を
入
れ
て
い
ま
す
」
と
沼
里
さ
ん
。

ほ
か
に
も
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
情
報

発
信
や
、
市
中
心
部
の
商
店
街
な
ど
と

の
連
携
に
よ
り
、
東
西
線
を
利
用
し
て

多
方
面
か
ら
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
荒
井
駅
周
辺
は
開
発
が
進
ん
で
お

り
、
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

建
物
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備
だ
け
で
な

く
、
こ
の
マ
ル
シ
ェ
が
人
と
人
と
の
出

会
い
の
場
と
な
っ
て
、
み
ん
な
で
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
魅
力
的
な
ま
ち
を
つ
く
っ

て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と
沼
里
さ

ん
は
期
待
を
込
め
て
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

東
西
線
荒
井
駅
か
ら
徒
歩
５
分
ほ
ど
の
場
所
に

あ
る
ア
ラ
イ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第

４
日
曜
日
に
「
荒
井
な
な
い
ろ
マ
ル
シ
ェ
」
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
ま
ち
に
活
気
を
生
み

出
す
取
り
組
み
を
取
材
し
ま
し
た
。

「たくさんの方に
足を運んでいただ
きたいです」と沼
里さん

荒井なないろマルシェ
●期日

‖
毎月第４日曜日　

●会場
‖

アライデザインセンタ
ー（若林区荒井字御散田3）
●詳しくはホームページhttp:
//arai-tm.com/summary/
marche.htmlをご覧いただく
か、お問い合わせください
問荒井タウンマネジメント事務
局☎352･4774

青
葉
区
版
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